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新
出
「
足
利
尊
氏
肖
像
画
」
の
発
見
の
経
緯

　

平
成
二
九
年
（
二
〇
一
七
）
一
〇
月
、
東
京
都
港
区
芝
公
園
の
古
美
術
店
「
古
美
術
白
水
」
の
店
主
・
寺
崎
正
氏
が
所
蔵
す
る
絹
本
著
色
の
掛
軸

一
幅
が
室
町
幕
府
初
代
将
軍
、
足
利
尊
氏
（
高
氏
、
等
持
院
殿
・
長
寿
寺
殿
、
仁
山
妙
義
大
居
士
、
一
三
〇
五
─
一
三
五
八
）
を
描
い
た
肖
像
画
と
し
て
栃
木

県
立
博
物
館
で
公
開
さ
れ
、
一
躍
、
脚
光
を
浴
び
た
。
栃
木
県
立
博
物
館
特
別
研
究
員
の
本
田
諭
氏
と
鎌
倉
歴
史
文
化
交
流
館
学
芸
員
の
高
橋
真
作

氏
が
調
査
鑑
定
し
、
足
利
尊
氏
の
姿
を
描
い
た
肖
像
画
で
あ
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
一
〇
月
二
七
日
の
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー

ス
な
ど
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
一
一
月
一
一
日
に
は
毎
日
新
聞
と
朝
日
新
聞
に
記
事
が
載
せ
ら
れ
た
。
本
稿
で
は
こ
の
新
た
な
足
利
尊
氏
の
肖
像
画
を

新
出
「
足
利
尊
氏
肖
像
画
」
と
称
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

　

こ
の
度
、
見
つ
か
っ
た
新
出
「
足
利
尊
氏
肖
像
画
」
は
、
南
北
朝
・
室
町
期
に
著
さ
れ
た
武
家
の
肖
像
画
と
し
て
き
わ
め
て
貴
重
で
あ
る
。
そ
れ

は
こ
の
新
出
「
足
利
尊
氏
肖
像
画
」
の
上
部
に
臨
済
宗
大
覚
派
の
伯
英
悳
儁
（
徳
俊
と
も
、
青
丘
遺
老
、
？
─
一
四
〇
三
）
と
い
う
五
山
禅
僧
が
讃
語
を

付
し
て
い
る
た
め
で
あ
り
、
明
確
に
尊
氏
を
描
い
た
人
物
画
で
あ
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
、
そ
の
史
料
的
な
内
容
価
値
も
高
ま
っ
た
こ
と
に
因
る
。

た
だ
し
、
新
出
「
足
利
尊
氏
肖
像
画
」
一
幅
は
原
本
そ
の
も
の
で
は
な
い
と
さ
れ
、
伯
英
悳
儁
が
示
寂
し
て
半
世
紀
、
原
本
作
製
か
ら
お
よ
そ
六
〇

年
か
ら
七
〇
年
ほ
ど
経
た
室
町
後
期
の
十
五
世
紀
中
葉
に
精
巧
に
作
ら
れ
た
複
製
本
と
見
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
肖
像
画
に
付
さ
れ
た
悳
儁

が
揮
毫
し
た
と
さ
れ
る
讃
語
自
体
も
直
筆
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
複
製
時
に
何
者
か
に
よ
っ
て
悳
儁
の
讃
語
が
書
き
写
さ
れ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
肖
像
画
讃
の
語
句
自
体
は
悳
儁
が
記
し
た
こ
と
ば
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
書
き
写
し
た
は
ず
で
あ
ろ
う
か
ら
、
讃
語
の
内
容
そ
の
も
の

を
詳
し
く
解
読
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
悳
儁
が
こ
の
新
出
「
足
利
尊
氏
肖
像
画
」
に
寄
せ
た
意
図
も
読
み
取
れ
る
で
あ
ろ
う
。

足
利
尊
氏
肖
像
画
と
伯
英
悳
儁

　
─
新
出
「
足
利
尊
氏
肖
像
画
」
に
記
さ
れ
た
建
長
寺
悳
儁
の
画
讃
─

�

佐
　
　
藤
　
　
秀
　
　
孝
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新
出
「
足
利
尊
氏
肖
像
画
讃
」
一
幅
　
絹
本
著
色
　
掛
幅
装
　
室
町
時
代
中
期
（
十
五
世
紀
中
葉
）
写
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私
は
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
一
〇
月
に
横
浜
市
中
区
根
岸
台
の
「
馬
の
博
物
館
」（
公
益
財
団
法
人
・
馬
事
文
化
財
団
）
で
行
な
わ
れ
た
『〈
企
画
展
〉

名
馬
と
武
将
』
の
図
録
に
「
新
出
の
足
利
尊
氏
肖
像
画
と
建
長
寺
伯
英
徳
儁
の
讃
」
と
題
し
て
論
考
（
解
説
）
を
載
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
は

馬
事
文
化
財
団
参
与
の
長
塚
孝
氏
よ
り
親
し
く
依
頼
を
受
け
た
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
際
、
令
和
元
年
五
月
に
は
高
崎
市
の
群
馬
県
立
歴
史
博
物
館
を

訪
れ
て
『
大
新
田
氏
展
』（
四
月
二
七
日
〜
六
月
一
六
日
）
で
初
め
て
新
出
「
足
利
尊
氏
肖
像
画
」
を
ガ
ラ
ス
越
し
に
閲
覧
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。「
大

新
田
氏
展
」
の
終
了
後
、
長
塚
氏
と
と
も
に
現
所
蔵
者
の
寺
崎
正
氏
の
も
と
を
訪
ね
て
詳
細
に
現
物
お
よ
び
付
帯
文
書
な
ど
を
目
の
当
た
り
に
拝
覧

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

た
だ
、
こ
の
と
き
の
「
新
出
の
足
利
尊
氏
肖
像
画
と
建
長
寺
伯
英
徳
儁
の
讃
」
の
論
考
は
展
示
図
録
と
い
う
限
ら
れ
た
紙
面
の
都
合
上
、
か
な
り

要
約
し
た
か
た
ち
の
一
般
的
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
多
く
調
べ
た
成
果
を
ほ
と
ん
ど
載
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
思
い
が
存

し
た
の
も
事
実
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
今
回
、
よ
り
詳
細
に
新
出
「
足
利
尊
氏
肖
像
画
」
に
寄
せ
た
伯
英
悳
儁
の
讃
語
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
お

き
た
い
と
考
え
た
次
第
で
あ
る
。

　

な
お
拙
稿
「
新
出
の
足
利
尊
氏
肖
像
画
と
建
長
寺
伯
英
徳
儁
の
讃
」
が
『〈
特
別
展
〉
名
馬
と
武
将
』
の
図
録
に
掲
載
さ
れ
て
ま
も
な
く
、
鑑
定

者
の
ひ
と
り
栃
木
県
立
博
物
館
特
別
研
究
員
の
本
田
諭
氏
に
よ
り
「
新
出
の
個
人
蔵
「
足
利
尊
氏
像
」
に
つ
い
て
」（『
中
世
宇
都
宮
氏
─
一
族
の
展
開
と

信
仰
・
文
芸
─
』
に
所
収
、
戎
光
洋
出
版
、
二
〇
二
〇
年
一
月
）
と
題
す
る
論
考
も
な
さ
れ
て
い
る
。

久
し
く
天
神
像
と
し
て
伝
わ
る

　

ま
ず
、
は
じ
め
に
新
出
「
足
利
尊
氏
肖
像
画
」
は
こ
れ
ま
で
何
故
に
全
く
世
に
知
ら
れ
な
い
ま
ま
現
今
ま
で
伝
え
ら
れ
て
来
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
理
由
と
し
て
旧
箱
書
き
に
「
天
神
絵
賛
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
「
天
神
讃
」
と
題
し
た
付
帯
文
書
も
存
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る
。
天
神
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
天
神
様
、
平
安
時
代
に
公
家
か
つ
詩
人
と
し
て
名
声
を
馳
せ
た
菅
原
道
真
（
菅
公
、
八
四
五
─
九
〇
三
）
の
こ
と
を

指
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
事
情
か
ら
新
出
「
足
利
尊
氏
肖
像
画
」
は
久
し
く
天
神
様
を
描
い
た
肖
像
画
と
見
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
り
、
足
利
尊
氏
の

姿
を
描
い
た
も
の
と
は
思
わ
れ
て
来
な
か
っ
た
経
緯
が
存
し
て
い
る
。

　

た
だ
、
江
戸
後
期
に
記
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
付
帯
文
書
「
天
神
讃
」
に
は
、
肖
像
画
讃
の
内
容
に
返
り
点
と
ル
ビ
が
付
さ
れ
て
お
り
、
か
な
り
正

確
に
悳
儁
の
記
し
た
讃
語
の
内
容
を
読
み
熟
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
付
帯
文
書
「
天
神
讃
」
を
記
し
た
人
物
は
、
悳
儁
の
肖
像
画
讃
の
内
容
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を
十
分
に
理
解
し
て
い
た
と
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
天
神
様
の
肖
像
画
で
な
い
こ
と
を
承
知
の
上
で
、
あ
え
て
そ
の
人
物
は
「
天
神
讃
」
の
表
題

を
付
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
江
戸
中
期
以
降
、
朝
廷
に
弓
を
引
い
た
逆
賊
と
し
て
足
利
尊
氏
の
評
価
が
下
落
し
て
い
く
時

期
に
、
そ
の
人
物
は
こ
の
肖
像
画
を
人
目
か
ら
隠
す
か
の
ご
と
く
「
天
神
絵
賛
」「
天
神
讃
」
と
書
き
残
し
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
か
も
そ

の
こ
と
が
幸
い
し
て
か
、
こ
の
新
出
「
足
利
尊
氏
肖
像
画
」
は
幕
末
・
明
治
か
ら
昭
和
に
到
る
激
動
の
時
代
を
極
秘
裏
に
伝
承
さ
れ
、
所
蔵
者
を
替

え
つ
つ
現
今
ま
で
残
さ
れ
た
と
も
い
え
よ
う
。

諸
地
に
残
る
足
利
尊
氏
の
肖
像
画
と
木
像

　

は
じ
め
に
従
来
知
ら
れ
て
い
る
中
世
後
期
に
製
作
さ
れ
た
足
利
尊
氏
の
肖
像
画
と
木
像
坐
像
に
つ
い
て
、
栃
木
県
立
博
物
館
編
『
足
利
氏
の
歴
史

─
尊
氏
を
生
ん
だ
世
界
─
』（
昭
和
六
〇
年
〈
一
九
八
五
〉
一
〇
月
）
と
同
編
『〈
開
館
三
〇
周
年
記
念
特
別
企
画
展
〉
足
利
尊
氏
─
そ
の
生
涯
と
ゆ
か
り

の
名
宝
─
』（
平
成
二
四
年
〈
二
〇
一
二
〉
一
〇
月
）
と
群
馬
県
立
歴
史
博
物
館
編
『
大
新
田
氏
展
』（
平
成
三
一
年
〈
令
和
元
年
〉
四
月
）
お
よ
び
九
州
国
立

博
物
館
編
『
室
町
将
軍
〈
戦
乱
と
美
の
足
利
十
五
代
〉』（
令
和
元
年
七
月
）
な
ど
の
解
説
を
通
し
て
概
観
し
て
お
き
た
い
。

　

足
利
尊
氏
を
描
い
た
と
さ
れ
る
肖
像
画
と
し
て
は
、広
島
県
尾
道
市
東
久
保
町
の
転
法
輪
山
浄
土
寺（
真
言
宗
泉
涌
寺
派
）に
束
帯
姿
の
絹
本
著
色「
足

利
尊
氏
肖
像
画
」
一
幅
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
南
北
朝
期
か
ら
室
町
中
期
の
頃
す
な
わ
ち
十
四
世
紀
後
半
か
ら
十
五
世
紀
に
描
か
れ
た
作
と
見
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
京
都
嵯
峨
野
の
霊
亀
山
天
龍
寺
に
は
室
町
後
期
の
十
六
世
紀
に
描
か
れ
た
と
さ
れ
る
束
帯
姿
の
絹
本
著
色
「
足
利
尊
氏
肖
像
画
」
一

幅
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
こ
れ
ら
の
肖
像
画
に
は
惜
し
い
こ
と
に
讃
語
な
ど
が
付
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
こ
れ
ま
で
確
実
に
足
利
尊
氏
を
描

い
た
肖
像
画
で
あ
る
と
は
断
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
今
回
新
た
に
見
つ
か
っ
た
新
出
「
足
利
尊
氏
肖
像
画
」
は
こ
の
二
つ
の
肖
像
画
と
風
貌
が
き

わ
め
て
似
て
お
り
、
そ
の
面
で
は
悳
儁
の
讃
語
が
付
さ
れ
た
新
出
「
足
利
尊
氏
肖
像
画
」
が
発
見
さ
れ
た
意
義
は
特
筆
さ
れ
て
よ
い
。

　

一
方
、
同
じ
く
中
世
後
期
に
足
利
尊
氏
の
姿
を
刻
ん
だ
木
像
と
し
て
、
大
分
県
国
東
市
国
東
町
の
太
陽
山
安
国
寺
（
豊
後
安
国
寺
・
臨
済
宗
妙
心
寺
派
）

に
は
十
四
世
紀
後
半
の
南
北
朝
期
に
刻
ま
れ
た
束
帯
姿
の
「
足
利
尊
氏
坐
像
」
一
躯
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
豊
後
安
国
寺
所
蔵
の
木
造
坐
像
も

写
実
的
で
あ
り
、尊
氏
の
生
前
か
死
後
ま
も
な
い
時
期
に
造
像
さ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
て
い
る
。
浄
土
寺
所
蔵
の
「
足
利
尊
氏
肖
像
画
」
や
新
出
「
足

利
尊
氏
肖
像
画
」
と
も
共
通
す
る
特
徴
と
し
て
、
大
き
な
鼻
や
垂
れ
気
味
の
目
尻
な
ど
き
わ
め
て
類
似
し
た
風
貌
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
中
世
後
期
か
ら
近
世
初
頭
に
か
け
て
刻
ま
れ
た
尊
氏
の
木
像
が
京
都
の
天
龍
寺
や
尊
氏
塔
所
で
あ
る
萬
年
山
等
持
院
、
静
岡
市
清
水
区
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の
巨
鼇
山
清
見
寺
、
鎌
倉
市
山
之
内
の
尊
氏
塔
所
で
あ
る
宝
亀
山
長
寿
寺
な
ど
臨
済
宗
寺
院
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
全
体
的
な
印
象
と
し
て
、
時

代
が
下
る
に
し
た
が
っ
て
写
実
性
が
薄
れ
、
顔
立
ち
が
威
厳
に
満
ち
た
か
た
ち
へ
と
整
え
ら
れ
て
い
く
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

新
出
「
足
利
尊
氏
肖
像
画
」
の
紹
介

　

初
め
に
新
出
「
足
利
尊
氏
肖
像
画
」
一
幅
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
き
た
い
。
た
だ
し
、
私
は
肖
像
画
そ
れ
も
武
家
の
画
像
を
専
門
に
研
究
し
た
経

験
も
な
い
の
で
、
こ
れ
ま
で
本
肖
像
画
に
関
し
て
な
さ
れ
た
諸
氏
の
研
究

成
果
な
ど
を
ま
と
め
る
か
た
ち
で
、
内
容
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

新
出
「
足
利
尊
氏
肖
像
画
」
一
幅
は
絹
本
著
色
、
縦
八
八
・
五
セ
ン
チ
、

横
三
八
・
五
セ
ン
チ
で
室
町
時
代
の
十
五
世
紀
中
葉
頃
に
描
か
れ
た
作
と
見

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
新
出
「
足
利
尊
氏
肖
像
画
」
を
収
め
る
箱
書
き
な
ど

に
「
天
神
像
」
と
記
さ
れ
て
い
た
た
め
、
こ
れ
ま
で
世
間
の
注
目
を
何
ら

集
め
る
こ
と
も
な
く
現
今
ま
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
ん
な
本
肖
像
画
が

一
躍
脚
光
を
浴
び
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
上
部
に
記
さ
れ
た
悳
儁
の
讃

語
に
足
利
尊
氏
を
示
す
「
長
寿
寺
殿
」
の
語
句
が
見
ら
れ
る
上
に
、
ま
た

「
六
十
六
州
安
二

宝
塔
一

」
や
「
造
レ

寺
亦
同
二

宝
塔
数
一

」
と
あ
っ
て
足
利
尊
氏

が
仏
光
派
（
夢
窓
派
祖
）
の
夢
窓
疎
石
（
夢
窓
正
覚
心
宗
普
済
国
師
、
一
二
七
五
─

一
三
五
一
）
の
進
言
で
弟
の
足
利
直
義
（
慧
源
、
三
条
殿
、
一
三
〇
七
─
一
三
五
二
）

と
と
も
に
行
な
っ
た
利
生
塔
・
安
国
寺
の
建
立
に
纏
わ
る
事
跡
が
記
さ
れ

て
い
た
こ
と
に
因
る
。
こ
の
よ
う
に
肖
像
画
に
描
か
れ
た
主
が
天
神
様
こ

と
菅
原
道
真
で
は
な
く
、
足
利
尊
氏
で
あ
る
こ
と
は
讃
語
の
内
容
を
読
む

こ
と
で
明
確
に
判
明
し
た
わ
け
で
あ
る
。

　

確
か
に
肖
像
画
に
描
か
れ
た
人
物
の
面
貌
を
眺
め
て
見
る
と
、
鼻
梁
が

新出「足利尊氏肖像画」（部分）
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大
ぶ
り
で
両
眼
の
目
尻
が
少
し
垂
れ
気
味
に
描
か
れ
る
点
な
ど
は
、
先
に
触
れ
た
広
島
県
浄
土
寺
所
蔵
「
足
利
尊
氏
肖
像
画
」
と
ほ
ぼ
一
致
し
、
同

じ
く
尊
氏
の
す
が
た
を
彫
像
し
た
と
さ
れ
る
大
分
県
安
国
寺
所
蔵
「
足
利
尊
氏
木
造
坐
像
」（
国
指
定
重
要
文
化
財
）
の
面
貌
と
も
き
わ
め
て
類
似
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
二
点
の
作
と
新
出
「
足
利
尊
氏
肖
像
画
」
を
併
せ
眺
め
る
と
、
一
見
し
て
同
一
人
物
を
描
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
認
め
ら
れ
る
。
新

出
「
足
利
尊
氏
肖
像
画
」
は
巾
子
冠
を
被
り
、
轡
唐
草
文
の
束
帯
を
着
け
、
手
に
は
笏
を
持
っ
た
姿
で
描
か
れ
て
い
る
が
、
本
来
、
足
利
尊
氏
の
肖

像
画
に
あ
る
べ
き
足
利
氏
の
家
紋
、
二
つ
引
き
の
桐
文
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
絹
目
が
粗
い
こ
と
か
ら
室
町
中
期
以
降
の
画
絹
に
近
い
と
さ
れ
る
。

冠
に
挿
す
笄
が
急
角
度
で
上
に
立
ち
上
が
る
点
も
時
代
の
下
降
を
示
し
て
お
り
、
裾
（
下
襲
の
こ
と
）
の
表
裏
の
賦
彩
が
逆
に
な
る
な
ど
、
矛
盾
す
る

表
現
も
見
ら
れ
る
と
さ
れ
る
。
一
方
、
伯
英
悳
儁
が
記
し
た
と
さ
れ
る
讃
語
に
も
年
号
表
記
の
錯
誤
が
あ
る
上
、
そ
の
筆
跡
も
悳
儁
自
身
に
よ
る
墨

蹟
と
は
明
ら
か
に
相
違
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
点
か
ら
、
新
出
「
足
利
尊
氏
肖
像
画
」
お
よ
び
讃
語
は
、
悳
儁
が
示
寂
し
て
半
世
紀
ほ
ど
を
経
過
し

た
室
町
時
代
中
期
以
降
、
十
五
世
紀
中
葉
に
模
写
さ
れ
た
写
し
と
結
論
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
讃
語
の
後
に
「
逢
春
閣
」
の
語
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
後
段
で
詳
し
く
記
す
ご
と
く
鎌
倉
建
長
寺
に
か
つ
て
存
し
た
中
国
風
二
階
楼
閣

客
殿
の
こ
と
で
あ
り
、
北
朝
の
貞
治
三
年
（
南
朝
の
正
平
一
九
年
、
一
三
六
四
）
に
創
建
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
半
世
紀
後
の
応
永
二
一

年
（
一
四
一
四
）
に
逢
春
閣
は
火
災
で
焼
失
し
て
い
る
た
め
、
本
肖
像
画
讃
の
原
本
が
製
作
さ
れ
た
の
は
讃
語
の
通
り
十
四
世
紀
末
頃
で
あ
っ
た
こ

と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
新
出
「
足
利
尊
氏
肖
像
画
」
は
原
本
で
は
な
い
も
の
の
、
僅
か
数
例
し
か
現
存
し
な
い
中
世
に
遡
る
足
利

尊
氏
の
姿
を
描
い
た
き
わ
め
て
貴
重
な
作
例
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
讃
語
の
末
尾
に
記
さ
れ
る
「
備
陽
西
祖
寺
」
と
は
、
か
つ
て
備
前
福
岡
庄

す
な
わ
ち
現
在
の
岡
山
市
東
区
西
祖
と
瀬
戸
内
市
長
船
町
福
岡
に
ま
た
が
る
地
域
に
存
し
た
臨
済
宗
寺
院
で
あ
り
、大
覚
派
の
寂
室
元
光
（
円
応
禅
師
、

一
二
九
〇
─
一
三
六
七
）
も
滞
在
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
西
祖
寺
は
す
で
に
廃
寺
と
な
っ
て
久
し
い
た
め
、
新
出
「
足
利
尊
氏
肖
像
画
」
を
所

蔵
し
て
い
た
と
讃
語
に
記
さ
れ
る
「
月
洲
和
尚
」
の
詳
細
に
つ
い
て
も
ほ
と
ん
ど
消
息
が
辿
れ
な
い
。

伯
英
悳
儁
の
画
讃
の
翻
刻
と
書
き
下
し

　

つ
ぎ
に
新
出
「
足
利
尊
氏
肖
像
画
」
に
記
さ
れ
て
い
る
伯
英
悳
儁
が
詠
じ
た
讃
語
の
字
句
を
判
読
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
肖
像
画
に
付
さ
れ

た
讃
語
の
原
文
を
そ
の
ま
ま
翻
刻
す
る
と
、
左
記
の
よ
う
に
な
る
。

能
乗
多
生
大
願
力
堂
々
示
現
宰
官
身
風
化
何
處
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不
相
到
有
道
有
徳
有
經
綸
六
十
六
州
安
寳
塔

神
光
靈
輝
耀
無
垠
造
寺
亦
同
寳
塔
數
妙
厳

荘
力
縦
敷
陳
若
論
於
世
受
依
報
門
閥
爵
禄
絶

比
倫
這
般
去
就
也
奇
特
將
盡
大
地
作
家
珎
從
上

宗
乗
參
得
了
摩
醯
正
眼
絶
疎
親
擲
下
大
千
於

方
外
當
頭
把
断
个
要
津
真
諦
俗
諦
揔
圓
融
凡

情
聖
量
一
味
真
維
摩
大
士
何
曽
別
神
通
妙
用

應
刹
塵
千
妖
百
怪
盡
消
滅
只
見
國
土
号
令
新

　

備
陽
西
祖
寺
月
洲
和
尚
繪
長
壽
寺
殿
尊
真

　

請
讃
於
老
拙
永
留
本
寺
以
作
供
養

　

龍
集
康
應
丁
卯
之
秋
於
逢
春
閣
上

　

建
長
住
山
比
丘
悳
儁
敬
讃
［
朱
方
印
］［
朱
方
印
］

　

部
分
的
に
文
字
が
摩
滅
し
て
読
み
辛
い
箇
所
も
存
す
る
が
、
こ
れ
を
読
み
熟
し
た
付
帯
文
書
「
天
神
讃
」
の
記
事
な
ど
も
参
考
に
し
つ
つ
、
肖
像

画
讃
に
句
読
点
を
付
し
て
示
し
て
み
る
な
ら
ば
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

能
乗
多
生
大
願
力
、
堂
々
示
現
宰
官
身
。
風
化
何
處
不
相
到
。
有
道
有
徳
有
經
綸
。

六
十
六
州
安
寳
塔
、
神
光
靈
輝
耀
無
垠
。
造
寺
亦
同
寳
塔
數
、
妙
厳
荘
力
縦
敷
陳
。

若
論
於
世
受
依
報
、
門
閥
爵
禄
絶
比
倫
。
這
般
去
就
也
奇
特
、
将
盡
大
地
作
家
珎
。

從
上
宗
乗
參
得
了
、
摩
醯
正
眼
絶
疎
親
。
擲
下
大
千
於
方
外
、
當
頭
把
断
个
要
津
。

真
諦
俗
諦
揔
圓
融
、
凡
情
聖
量
一
味
真
。
維
摩
大
士
何
曽
別
。
神
通
妙
用
應
刹
塵
。

千
妖
百
怪
盡
消
滅
、
只
見
國
土
号
令
新
。

　

備
陽
西
祖
寺
月
洲
和
尚
、
繪
長
壽
寺
殿
尊
真
、
請
讃
於
老
拙
。
永
留
本
寺
、
以
作
供
養
。

　

龍
集
康
應
丁
卯
之
秋
、
於
逢
春
閣
上
、
建
長
住
山
比
丘
悳
儁
、
敬
讃
。
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悳
儁
の
讃
語
は
韻
を
踏
む
か
た
ち
で
七
言
二
二
句
よ
り
成
り
、
綺
麗
に
ま
と
め
ら
れ
た
偈
頌
で
あ
り
、
足
利
尊
氏
が
生
前
に
行
な
っ
た
種
々
の
功

績
を
称
え
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
れ
を
読
み
込
ん
で
み
る
な
ら
ば
、
お
よ
そ
以
下
の
よ
う
に
書
き
下
せ
る
で
あ
ろ
う
。

能
く
多
生
の
大
願
力
に
乗
じ
、
堂
々
と
し
て
宰
官
身
を
示
現
す
。

風
化
、
何
れ
の
処
か
相
い
到
ら
ざ
る
。
道
有
り
、
徳
有
り
、
経
綸
有
り
。

六
十
六
州
に
宝
塔
を
安
じ
、
神
光
霊
輝
、
耀
く
こ
と
垠
り
無
し
。

寺
を
造
る
こ
と
亦
た
宝
塔
の
数
に
同
じ
く
、
妙
厳
荘
力
も
て
縦
い
ま
ま
に
敷
陳
す
。

若
し
世
に
於
い
て
依
報
を
受
く
る
こ
と
を
論
ぜ
ば
、
門
閥
・
爵
禄
と
も
比
倫
を
絶
す
。

這
般
の
去
就
も
也
た
奇
特
な
り
、
尽
大
地
を
将
て
家
珍
と
作
す
。

従
上
の
宗
乗
は
参
得
し
了
わ
り
、
摩
醯
の
正
眼
に
て
疎
親
を
絶
す
。

大
千
を
方
外
に
擲
下
し
、
当
頭
に
个
の
要
津
を
把
断
す
。

真
諦
・
俗
諦
は
揔
べ
て
円
融
し
、
凡
情
・
聖
量
は
一
味
に
し
て
真
な
り
。

維
摩
大
士
、
何
ぞ
曾
て
別
な
ら
ん
。
神
通
妙
用
も
て
刹
塵
に
応
ず
。

千
妖
百
怪
は
尽
く
消
滅
し
、
只
だ
国
土
に
号
令
の
新
た
な
る
を
見
る
。

　
　

備
陽
西
祖
寺
の
月
洲
和
尚
、
長
寿
寺
殿
の
尊
真
を
絵
き
、
讃
を
老
拙
に
請
う
。
永
く
本
寺
に
留
め
、
以
て
供
養
を
作
し
た
ま
え
。

　
　

龍
集
康
応
丁
卯
の
秋
、
逢
春
閣
上
に
於
い
て
、
建
長
住
山
比
丘
悳
儁
、
敬
ん
で
讃
す
。

　

こ
の
よ
う
に
新
出
「
足
利
尊
氏
肖
像
画
」
の
讃
語
は
、
五
山
派
禅
僧
で
あ
る
伯
英
悳
儁
の
教
養
の
ほ
ど
が
滲
み
出
た
堂
々
た
る
偈
頌
で
あ
り
、
悳

儁
が
渾
身
の
力
を
振
り
絞
っ
て
初
代
将
軍
・
足
利
尊
氏
の
肖
像
画
に
寄
せ
た
力
作
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

肖
像
画
に
示
さ
れ
た
讃
語
の
内
容
を
読
み
進
め
る
と
、
尊
氏
が
全
国
六
十
六
州
に
利
生
塔
や
安
国
寺
を
建
て
た
こ
と
、
仏
法
に
深
く
帰
依
し
て
い

た
こ
と
、
為
政
者
と
し
て
公
平
に
も
の
ご
と
を
捉
え
て
い
た
こ
と
、
国
中
に
号
令
を
な
し
た
こ
と
、
長
寿
寺
殿
を
描
い
た
す
が
た
で
あ
る
こ
と
な
ど

が
全
文
に
語
ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
平
安
時
代
の
菅
原
道
真
の
事
跡
と
は
全
く
合
致
し
て
お
ら
ず
、
一
様
に
足
利
尊
氏
の
功
績
を
讃
え
る

讃
語
で
あ
る
こ
と
は
一
目
瞭
然
に
推
察
さ
れ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
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臨
済
宗
大
覚
派
に
つ
い
て

　

と
こ
ろ
で
、
新
出
「
足
利
尊
氏
肖
像
画
」
に
讃
語
を
寄
せ
た
伯
英
悳
儁
は
、
臨
済
宗
大
覚
派
に
属
す
る
五
山
禅
僧
で
あ
る
。
大
覚
派
と
は
寛
元
四

年
（
一
二
四
六
）
に
南
宋
か
ら
渡
来
し
鎌
倉
中
期
に
活
躍
し
た
松
源
派
の
蘭
渓
道
隆
（
大
覚
禅
師
、
一
二
一
三
─
一
二
七
八
）
を
派
祖
と
す
る
門
流
を
い
う
。

道
隆
は
西
蜀
涪
江
（
四
川
省
重
慶
市
涪
陵
区
）
の
冉
氏
の
出
身
で
あ
り
、
虎
丘
派
（
松
源
派
祖
）
の
松
源
崇
嶽
（
老
聵
翁
、
一
一
三
二
─
一
二
〇
二
）
の
高
弟

で
あ
る
無
明
慧
性
（
恵
性
と
も
、
一
一
六
〇
─
一
二
三
七
）
に
参
学
し
て
法
を
嗣
い
だ
南
宋
禅
者
で
あ
る
。

　

蘭
渓
道
隆
は
鎌
倉
期
に
日
本
に
渡
来
し
た
最
初
の
中
国
禅
僧
と
し
て
知
ら
れ
、
鎌
倉
幕
府
第
五
代
執
権
の
北
条
時
頼
（
最
明
寺
殿
道
崇
、
一
二
二
七
─

一
二
六
三
）
が
鎌
倉
山
之
内
に
創
建
し
た
巨
福
山
建
長
寺
（
建
長
興
国
禅
寺
）
の
開
山
第
一
世
に
迎
え
ら
れ
て
い
る
。
道
隆
が
示
寂
し
て
後
、
朝
廷
か
ら

大
覚
禅
師
の
勅
諡
号
が
下
賜
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
門
流
を
大
覚
派
と
称
し
て
い
る
。

　

新
出
「
足
利
尊
氏
肖
像
画
」
に
讃
語
を
付
し
た
伯
英
悳
儁
も
大
覚
派
に
属
す
る
五
山
禅
僧
で
あ
り
、
そ
の
法
脈
を
示
す
な
ら
ば
、
蘭
渓
道
隆
─
同

源
道
本
─
了
堂
素
安
─
伯
英
悳
儁
と
師
資
嗣
承
し
て
い
る
。
師
翁
は
道
隆
の
高
弟
の
ひ
と
り
同
源
道
本
で
あ
り
、
本
師
は
了
堂
素
安
（
本
覚
禅
師
、

一
二
九
二
─
一
三
六
〇
）
で
あ
る
。
し
か
も
悳
儁
と
同
じ
大
覚
派
に
属
す
る
禅
僧
た
ち
が
新
出
「
足
利
尊
氏
肖
像
画
」
と
深
く
関
わ
っ
て
い
た
ら
し
い

こ
と
も
窺
わ
れ
る
。
徳
儁
が
生
き
た
時
代
、
も
っ
と
も
勢
力
を
誇
っ
て
い
た
の
は
夢
窓
疎
石
を
派
祖
と
す
る
夢
窓
派
で
あ
り
、
京
都
禅
林
を
中
心
に

五
山
派
の
臨
済
宗
教
団
を
席
巻
し
て
い
た
。
夢
窓
疎
石
は
臨
済
宗
破
庵
派
（
仏
光
派
祖
）
の
無
学
祖
元
（
子
元
、
仏
光
国
師
、
一
二
二
六
─
一
二
八
六
）
の

高
弟
、
高
峰
顕
日
（
仏
国
国
師
、
一
二
四
一
─
一
三
一
六
）
の
法
を
嗣
い
で
い
る
。
南
北
朝
期
に
大
躍
進
し
た
夢
窓
派
に
比
す
る
と
、
大
覚
派
の
勢
力
は

か
な
り
限
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
新
出
「
足
利
尊
氏
肖
像
画
」
に
は
な
ぜ
か
大
覚
派
の
禅
僧
た
ち
が
深
く
関
わ
っ
て
お
り
、
夢

窓
派
の
影
響
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
の
が
大
き
な
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。

伯
英
悳
儁
の
修
行
期

　

で
は
、
新
出
「
足
利
尊
氏
肖
像
画
」
に
讃
語
を
寄
せ
た
伯
英
悳
儁
と
は
ど
の
よ
う
な
五
山
禅
僧
で
あ
っ
た
の
か
、
悳
儁
の
足
跡
を
大
ま
か
に
辿
っ

て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
幸
い
に
玉
村
竹
二
『
五
山
禅
僧
伝
記
集
成
』（
昭
和
五
八
年
、
講
談
社
刊
）
に
「
伯
英
徳
儁
（
は
く
え
い
と
く
し
ゅ
ん
）」
の
項
が

存
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
成
果
を
踏
ま
え
て
一
通
り
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
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こ
の
人
は
法
諱
（
僧
名
）
を
悳
儁
と
い
い
、
史
料
に
よ
っ
て
は
徳
儁
や
徳
俊
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
伯
英
と
は
悳
儁
が
名
乗
っ
た
道
号
（
字
）
で
あ

り
、
別
に
青
丘
遺
老
と
い
う
雅
号
も
存
す
る
。
武
蔵
の
人
と
さ
れ
る
か
ら
、
現
在
の
埼
玉
県
か
ら
東
京
都
あ
た
り
の
出
身
で
あ
ろ
う
が
、
具
体
的
な

出
生
地
や
俗
姓
、
出
生
年
時
な
ど
は
定
か
で
な
い
。
状
況
的
に
は
十
四
世
紀
の
前
半
、
鎌
倉
末
期
の
頃
に
出
生
し
て
い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
幼

く
し
て
出
家
し
て
相
模
（
神
奈
川
県
）
の
鎌
倉
に
赴
い
て
建
長
寺
に
投
じ
、
大
覚
派
の
了
堂
素
安
に
師
事
し
て
参
禅
学
道
に
努
め
て
い
る
。

　

素
安
が
示
寂
し
て
ま
も
な
い
頃
、
北
朝
の
貞
治
年
間
（
一
三
六
二
─
一
三
六
七
）
に
悳
儁
は
同
門
の
法
弟
に
当
た
る
大
年
祥
登
（
？
─
一
四
〇
八
）
と

と
も
に
元
代
最
末
期
の
中
国
へ
と
赴
き
、
明
州
（
浙
江
省
寧
波
府
）
鄞
県
の
天
童
山
景
徳
禅
寺
で
松
源
派
の
了
堂
惟
一
（
芥
室
）
に
参
じ
、
そ
の
も
と

で
蔵
主
の
要
職
を
務
め
て
い
る
。
惟
一
は
松
源
崇
嶽
─
滅
翁
文
礼
─
横
川
如
珙
─
竺
元
妙
道
─
了
堂
惟
一
と
嗣
承
す
る
禅
僧
で
あ
る
。『
了
堂
和
尚

語
録
』
巻
三
「
了
堂
和
尚
偈
頌
」
に
は
、

　
　

贈
二

日
本
俊
蔵
主
一。

単
伝
直
指
、
絶
学
無
為
。
頓
空
二

華
蔵
海
一、
抹
二

過
毗
盧
師
一。
無
量
法
門
、
都
来
在
レ

汝
。
百
千
億
劫
、
不
レ

出
二

今
時
一。
逆
施
倒
用
見
徹
、
徳
山
臨

済
還
堪
レ

追
。（
卍
続
蔵
一
二
三
・
四
六
九
ａ
）

と
い
う
惟
一
が
蔵
主
悳
儁
（
徳
俊
）
に
与
え
た
「
日
本
の
俊
蔵
主
に
贈
る
」
と
題
し
た
偈
頌
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。『
了
堂
和
尚
語
録
』
巻
三
「
了
堂

和
尚
偈
頌
」
に
は
「
贈
二

日
本
俊
蔵
主
一

」
の
ほ
か
に
も
「
贈
二

日
本
登
侍
者
一

」（
同
・
四
六
九
ｄ
）
と
「
次
韻
贈
二

日
本
敬
蔵
主
一

」（
同
・
四
七
一
ｃ
）
と
「
贈
二

日
本
謙
蔵
主
一

」（
同
・
四
七
二
ａ
）
と
い
っ
た
偈
頌
が
存
し
、『
了
堂
和
尚
語
録
』
巻
四
「
了
堂
和
尚
後
録
」
に
も
「
浄
慈
寿
首
座
日
本
人
、
持
二

危
宋

二
学
士
所
レ

作
南
堂
和
尚
行
道
記
語
録
序
一

見
示
、
書
レ

此
以
贈
」（
同
・
四
七
九
ｂ
〜
ｃ
）
と
「
送
下

日
本
生
禅
人
礼
二

宝
陀
一

遊
中

天
台
上

」（
同
・
四
八
一
ｂ
）

が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
浄
慈
の
寿
首
座
と
は
、
杭
州
（
浙
江
省
）
銭
塘
県
の
南
屏
山
浄
慈
報
恩
光
孝
寺
に
て
松
源
派
の
穆
庵
文
康
（
仏
頂
）

の
も
と
首
座
を
務
め
た
松
源
派
金
剛
幢
下
の
日
本
僧
、
椿
庭
海
寿
（
木
杯
道
人
、
一
三
一
八
─
一
四
〇
一
）
の
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
ま
た
「
贈
二

日
本

登
侍
者
一

」
は
悳
儁
と
と
も
に
入
元
し
た
日
本
僧
の
大
年
祥
登
の
た
め
に
惟
一
が
付
与
し
た
偈
頌
で
あ
る
。

　

い
わ
ば
悳
儁
は
日
本
建
長
寺
の
了
堂
素
安
と
中
国
天
童
山
の
了
堂
惟
一
と
い
う
二
人
の
了
堂
の
も
と
で
研
鑽
修
行
し
た
禅
者
な
の
で
あ
る
。
ち
な

み
に
惟
一
の
師
匠
で
あ
る
竺
元
妙
道
（
定
慧
円
明
禅
師
、
一
二
五
七
─
一
三
四
五
）
は
古
林
清
茂
（
金
剛
幢
、
扶
宗
普
覚
仏
性
禅
師
、
一
二
六
二
─
一
三
二
九
）
と

同
門
に
当
た
っ
て
い
る
。
清
茂
と
い
え
ば
元
代
を
代
表
す
る
偈
頌
の
名
手
と
し
て
知
ら
れ
、
多
く
の
日
本
僧
が
入
元
し
て
清
茂
の
も
と
で
参
学
研
鑽

に
努
め
、
帰
国
し
て
金
剛
幢
下
の
詩
壇
の
禅
風
を
挙
揚
し
、
日
本
の
五
山
文
学
の
隆
盛
に
大
き
く
貢
献
し
た
こ
と
は
名
高
い
。『
恕
中
和
尚
語
録
』
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巻
六
「
七
言
律
」
に
は
「
扶
桑
登
侍
者
以
レ

偈
請
益
、
有
二

三
万
里
程
来
問
レ

道
之
句
一、
次
レ

韻
答
レ

之
」（
卍
続
蔵
一
二
三
・
四
三
九
ｂ
）
と
題
し
た
偈
頌
が

収
め
ら
れ
、
祥
登
が
了
堂
惟
一
と
同
門
に
当
た
る
恕
中
無
慍
（
空
室
、

一
三
〇
九
─
一
三
八
六
）
に
も
参
学
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
う
し

た
偈
頌
を
重
ん
ず
る
元
代
禅
宗
の
流
れ
を
悳
儁
や
祥
登
も
惟
一
ら
を
通
し

て
継
承
し
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

明
国
が
建
国
さ
れ
て
し
ば
ら
く
し
た
後
、
悳
儁
は
祥
登
と
と
も
に
日
本

に
戻
り
、
建
長
寺
に
掛
搭
し
、
ま
も
な
く
前
堂
首
座
（
第
一
座
）
に
昇
進

し
て
い
る
。
つ
い
で
蘭
渓
道
隆
の
墓
塔
（
開
山
塔
）
を
納
め
る
建
長
寺
山

内
の
西
来
庵
（
開
山
塔
院
）
の
塔
主
（
守
塔
比
丘
）
の
職
を
司
っ
て
い
る
。『
新

編
鎌
倉
志
』
巻
三
「
建
長
寺
」
の
「
円
鏡
」
の
項
に
よ
れ
ば
、
北
朝
の
永

和
元
年
（
一
三
七
五
）
一
二
月
一
日
に
徳
儁
が
西
来
庵
塔
主
と
し
て
撰
述

し
た
『
建
長
寺
円
鑑
図
紀
実
』
一
篇
が
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
蘭
渓
道
隆
ゆ

か
り
の
円
鏡
が
円
覚
寺
か
ら
建
長
寺
に
移
さ
れ
た
顛
末
を
書
き
残
し
て
い

る
。

　
　
　
伯
英
悳
儁
と
鎌
倉
・
京
都
の
五
山

　

北
朝
の
永
徳
三
年
（
一
三
八
三
）
の
頃
、
悳
儁
は
鎌
倉
の
稲
荷
山
浄
妙

寺
（
鎌
倉
五
山
第
五
位
）
に
開
堂
住
持
し
て
大
覚
派
の
禅
僧
と
し
て
活
動
を

開
始
し
、
ま
も
な
く
瑞
鹿
山
円
覚
寺
（
鎌
倉
五
山
第
二
位
）
の
第
五
〇
世
と

な
り
、
さ
ら
に
巨
福
山
建
長
寺
（
鎌
倉
五
山
第
一
位
）
の
第
六
〇
世
と
な
っ

て
い
る
。
南
北
朝
期
の
終
わ
り
頃
、
悳
儁
は
ま
さ
に
鎌
倉
禅
林
を
代
表
す

る
臨
済
禅
者
と
し
て
重
き
を
な
し
て
お
り
、
悳
儁
が
新
出
「
足
利
尊
氏
肖

伯英悳儁筆「南渓宗建道号偈」一幅　個人蔵
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像
画
」
の
原
本
に
讃
語
を
揮
毫
し
た
の
は
、
ま
さ
に
そ
の
建
長
寺
の
住
持
期
に
当
た
っ
て
い
る
。

　

悳
儁
の
讃
語
に
「
逢
春
閣
」
と
あ
る
の
は
、
北
朝
の
貞
治
三
年
（
一
三
六
四
）
に
夢
窓
派
の
青
山
慈
永
（
仏
観
禅
師
、
一
三
〇
二
─
一
三
六
九
）
が
建
長

寺
方
丈
の
右
上
（
右
後
方
）
に
建
立
し
た
二
階
建
て
楼
閣
客
殿
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
逢
春
閣
は
応
永
二
一
年
（
一
四
一
四
）
に
は
火
災
で
焼
失
し
て

い
る
。
悳
儁
は
建
長
寺
住
持
と
し
て
逢
春
閣
で
新
出
「
足
利
尊
氏
肖
像
画
」
の
原
本
に
讃
語
を
揮
毫
し
た
の
で
あ
り
、
僅
か
半
世
紀
と
い
う
限
ら
れ

た
期
間
し
か
存
在
し
な
か
っ
た
逢
春
閣
の
名
称
が
讃
語
中
に
記
さ
れ
て
い
る
点
で
、
新
出
「
足
利
尊
氏
肖
像
画
」
の
持
つ
内
容
的
な
価
値
は
き
わ
め

て
高
ま
る
わ
け
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
悳
儁
は
鎌
倉
禅
林
か
ら
京
都
禅
林
へ
と
活
動
の
拠
点
を
移
し
て
お
り
、
南
北
朝
が
合
一
さ
れ
る
明
徳
三
年
（
一
三
九
二
）
頃
に
京
都
嵯

峨
野
の
霊
亀
山
天
龍
寺
（
京
都
五
山
第
一
位
）
の
第
二
六
世
と
な
り
、
応
永
二
年
（
一
三
九
五
）
の
冬
に
は
瑞
龍
山
南
禅
寺
（
五
山
之
上
）
に
昇
住
し
て
第

五
三
世
に
就
任
し
て
い
る
。

　

応
永
四
年
（
一
三
九
七
）
に
悳
儁
は
南
禅
寺
の
住
職
を
退
い
て
お
り
、
寺
内
に
大
寧
院
を
構
え
て
東
堂
と
し
て
閑
居
し
て
い
る
。
田
山
方
南
編
『
禅

林
墨
蹟
拾
遺
〈
日
本
篇
〉』（
思
文
閣
出
版
刊
）
に
は
、
前
南
禅
の
肩
書
で
伯
英
叟
悳
儁
が
応
永
九
年
（
一
四
〇
二
）
八
月
上
澣
に
揮
毫
し
た
「
東
山
建
侍

者
雅
称
南
渓
、
拙
偈
賦
レ

之
」
と
題
す
る
道
号
偈
一
幅
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
京
都
の
東
山
建
仁
寺
で
侍
者
を
務
め
て
い
た
法
燈
派
の
南
渓

宗
建
に
付
与
し
た
偈
頌
で
あ
り
、
宗
建
は
無
本
覚
心
─
孤
峰
覚
明
─
聖
徒
明
麟
─
子
晋
明
魏
─
南
渓
宗
建
と
嗣
承
し
て
お
り
、
こ
の
道
号
偈
は
悳
儁

が
記
し
た
貴
重
な
墨
蹟
と
し
て
現
存
し
て
い
る
。
こ
の
墨
蹟
を
新
出
「
足
利
尊
氏
肖
像
画
」
の
讃
語
と
比
較
す
る
と
、
両
史
料
で
書
体
が
明
ら
か
に

相
違
し
て
お
り
、
新
出
「
足
利
尊
氏
肖
像
画
」
の
讃
語
が
悳
儁
直
筆
で
な
い
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。

　

応
永
一
〇
年
（
一
四
〇
三
）
八
月
一
二
日
に
悳
儁
は
「
生
死
涅
柈
、
全
不
二

相
干
一、
須
彌

跳
、
虚
空
展
レ

顔
」
と
い
う
遺
偈
を
残
し
て
遷
化
し
て
お

り
、
南
禅
寺
の
大
寧
院
に
墓
塔
が
立
石
さ
れ
た
。
鎌
倉
建
長
寺
で
も
西
外
門
に
悳
儁
の
塔
頭
（
廟
所
）
と
し
て
華
蔵
院
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
偈
頌

に
長
じ
た
悳
儁
に
は
『
伯
英
儁
禅
師
疏
』
一
篇
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
残
念
な
が
ら
備
前
西
祖
寺
に
関
す
る
よ
う
な
疏
文
は
見
ら
れ
な
い
。

讃
を
依
頼
し
た
月
洲
和
尚

　

建
長
寺
住
持
で
あ
っ
た
時
期
の
伯
英
悳
儁
に
対
し
て
「
足
利
尊
氏
肖
像
画
」
の
原
本
に
讃
を
依
頼
し
た
の
は
備
陽
西
祖
寺
の
住
持
を
勤
め
て
い
た

月
洲
和
尚
と
い
う
禅
僧
で
あ
っ
た
。
月
洲
は
足
利
尊
氏
の
肖
像
画
を
絵
師
に
描
か
せ
、
こ
れ
を
持
参
し
て
自
ら
鎌
倉
へ
と
赴
き
、
建
長
寺
の
悳
儁
の
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も
と
を
訪
ね
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
悳
儁
の
讃
語
の
末
尾
に
は
「
備
陽
西
祖
寺
月
洲
和
尚
、
絵
二

長
壽
寺
殿
尊
真
一、
請
二

讃
於
老
拙
一。
永
留
二

本
寺
一、
以

作
二

供
養
一

」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
西
祖
寺
の
月
洲
が
長
寿
寺
殿
す
な
わ
ち
足
利
尊
氏
の
姿
（
尊
真
）
を
絵
に
描
き
、
讃
を
悳
儁
に

請
う
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
絵
を
描
い
た
の
は
も
ち
ろ
ん
絵
師
か
画
僧
で
あ
ろ
う
が
、讃
を
直
接
に
依
頼
し
た
の
が
月
洲
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

西
祖
寺
は
か
つ
て
備
前
福
岡
庄
す
な
わ
ち
現
在
の
岡
山
市
東
区
西
祖
に
存
し
た
臨
済
宗
五
山
派
の
寺
院
で
あ
る
が
、
す
で
に
廃
絶
し
て
久
し
く
、

山
号
も
詳
ら
か
で
な
い
上
に
寺
の
変
遷
も
定
か
で
な
い
。
そ
の
た
め
月
洲
が
西
祖
寺
の
住
職
と
し
て
新
出
「
足
利
尊
氏
肖
像
画
」
の
原
本
を
持
参
し

て
遠
く
鎌
倉
建
長
寺
に
持
参
し
、
住
持
の
悳
儁
に
讃
を
依
頼
し
た
経
緯
も
定
か
で
な
い
。
月
洲
そ
の
人
に
つ
い
て
も
、
如
何
な
る
禅
僧
で
あ
っ
た
の

か
、
ほ
と
ん
ど
事
跡
が
辿
れ
な
い
の
が
惜
し
ま
れ
る
。

備
前
西
祖
寺
と
開
山
の
頂
山
金
居

　

限
ら
れ
た
史
料
か
ら
、
西
祖
寺
の
こ
と
を
調
べ
た
結
果
、
こ
の
寺
を
開
い
た
の
は
大
覚
派
の
頂
山
金
居
と
い
う
禅
僧
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

金
居
は
蘭
渓
道
隆
の
門
下
の
ひ
と
り
葦
航
道
然
（
大
興
禅
師
、一
二
一
九
─
一
三
〇
一
）
の
法
を
嗣
い
だ
高
弟
で
あ
り
、西
祖
寺
の
ほ
か
同
じ
備
前
沢
田
（
岡

山
市
中
区
沢
田
）
に
存
し
た
操
山
明
禅
寺
（
す
で
に
廃
寺
）
も
金
居
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
北
朝
の
貞
和
三
年
（
一
三
四
七
）
六
月
に

西
祖
寺
の
金
居
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
梵
鐘
（
鳥
取
県
指
定
保
護
文
化
財
）
が
鳥
取
県
東
伯
郡
琴
浦
町
竹
内
の
船
上
山
智
積
寺
（
天
台
宗
）
に
現
存
し
て
い
る
。

鳥
取
県
立
公
文
書
館
・
県
史
編
さ
ん
室
編
『
新
鳥
取
県
史
〈
資
料
編
・
古
代
中
世
２
古
記
録
編
〉』「
金
工
品
」
に
は
「
智
積
寺
鐘
銘
（
琴
浦
町
）」
と

し
て
「（
一
区
）
備
前
福
岡
庄
（
二
区
）
貞
和
三
禩
歳
次
丁
亥
六
月
十
三
日
誌
之
。
西
祖
禅
寺
住
持
金
居
」（
一
五
三
頁
上
段
）
と
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
な

ぜ
備
前
西
祖
寺
の
金
居
が
伯
耆
（
鳥
取
県
）
智
積
寺
の
梵
鐘
に
年
時
を
刻
ん
で
寄
贈
し
て
い
る
の
か
定
か
で
な
い
が
、
貞
和
三
年
六
月
の
当
時
、
金

居
が
西
祖
寺
の
住
持
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
さ
ま
が
如
実
に
窺
わ
れ
る
。

　

金
居
は
同
じ
大
覚
派
の
寂
室
元
光
（
円
応
禅
師
、
一
二
九
〇
─
一
三
六
七
）
と
も
親
し
い
交
友
が
存
し
て
お
り
、『
永
源
寂
室
和
尚
語
録
』
巻
下
「
小
仏

事
」
の
「
頂
山
和
尚
拈
香
」
に
よ
れ
ば
、

　
　

頂
山
和
尚
拈
香
。

此
香
、
実
際
理
地
栽
培
、
大
覚
海
中
浸
爛
。
雖
三

然
無
二

銖
両
一、
価
直
踰
二

娑
婆
一。
触
レ

之
則
燎
二

却
闍
梨
鉄
面
門
一、
嗅
著
則
塞
二

断
衲
僧
閑
鼻
孔
一。

直
得
、
尽
虚
空
遍
法
界
森
羅
万
象
、
四
聖
六
凡
情
与
二

無
情
一、
以
至
従
上
仏
祖
出
世
度
生
唱
二

般
涅
槃
一、
靡
レ

有
レ

不
レ

禀
二

渠
資
薫
之
力
一。
今
日
伏
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値
二

頂
山
和
尚
小
祥
之
辰
一、
代
レ

他
入
室
真
子
感
鼎
諸
兄
、
信
レ

手
拈
来
、
一
爇
却
、
聊
伸
二

真
法
供
養
一。
是
為
報
レ

恩
謝
レ

徳
、
抑
亦
復
讐
雪
屈
乎
。

不
レ

見
レ

道
、
出
二

乎
己
一

者
、
返
二

於
己
一

也
。（
大
正
蔵
八
一
・
一
一
七
ｂ
〜
ｃ
）

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
頂
山
金
居
の
小
祥
忌
（
一
周
忌
）
に
当
た
っ
て
寂
室
元
光
が
な
し
た
拈
香
法
語
で
あ
り
、「
大
覚
海
中
」
の
大
覚
と
は
法

統
の
祖
で
あ
る
蘭
渓
道
隆
を
指
し
て
い
る
。
元
光
は
直
接
に
西
祖
寺
に
赴
き
、
金
居
の
入
室
伝
法
の
門
人
感
鼎
ら
に
代
わ
っ
て
小
祥
忌
の
拈
香
法
語

を
述
べ
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
拈
香
の
文
中
に
年
月
日
や
金
居
の
年
齢
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
な
い
の
が
惜
し
ま
れ
る
。

　

ち
な
み
に
『
永
源
寂
室
和
尚
語
録
』
巻
上
「
仏
祖
賛
」
に
は
「
頂
山
和
尚
」
と
題
し
た
祖
賛
（
大
正
蔵
八
一
・
一
一
四
ｃ
）
が
存
し
、
巻
下
「
小
仏
事
」

に
は
「
頂
山
和
尚
拈
香
」
の
法
語
の
ほ
か
に
も
「
西
祖
頂
山
和
尚
」
と
題
し
た
秉
炬
仏
事
の
法
語
（
同
・
一
一
九
ｃ
）
と
「
頂
山
和
尚
入
塔
」
と
題
し

た
入
塔
納
骨
の
法
語
（
同
・
一
二
〇
ｂ
〜
ｃ
）
も
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
元
光
が
如
何
に
西
祖
寺
の
頂
山
金
居
と
親
し
い
道
交
を
な
し
て
い
た
か
、
金
居

の
葬
儀
や
納
骨
お
よ
び
年
忌
法
要
な
ど
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
事
実
が
窺
い
知
ら
れ
る
。

　

で
は
、
こ
の
頂
山
金
居
の
小
祥
忌
に
際
し
、
寂
室
元
光
に
拈
香
法
語
を
依
頼
し
た
感
鼎
と
は
果
た
し
て
如
何
な
る
禅
者
で
あ
っ
た
の
か
。「
頂
山

和
尚
拈
香
」
で
は
「
他
の
入
室
の
真
子
感
鼎
ら
諸
兄
に
代
わ
り
、
手
に
信
せ
て
拈
じ
来
た
る
」
と
あ
る
か
ら
、
感
鼎
は
明
確
に
金
居
の
法
を
嗣
い
だ

高
弟
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
同
門
の
禅
者
ら
と
と
も
に
元
光
に
拈
香
を
願
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
さ
ら
に
推
測
を
逞
し
く
す
る
な
ら
ば
、
感

鼎
は
金
居
の
師
席
を
継
い
で
西
祖
寺
の
第
二
代
住
持
に
就
任
し
た
禅
者
で
あ
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
金
居
の
高
弟
で
西
祖
寺
二
代
を
継
い
だ
感
鼎

が
仮
に
新
出
「
足
利
尊
氏
肖
像
画
」
に
讃
を
依
頼
し
た
西
祖
寺
の
月
洲
そ
の
人
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
彼
は
月
洲
感
鼎
と
称
し
て
い
た
こ
と
に
な
ろ

う
。
少
な
く
と
も
西
祖
寺
開
山
の
頂
山
金
居
の
門
人
で
大
覚
派
の
寂
室
元
光
と
関
わ
っ
た
感
鼎
と
、西
祖
寺
住
持
と
し
て
新
出
「
足
利
尊
氏
肖
像
画
」

を
大
覚
派
の
伯
英
悳
儁
の
も
と
に
持
参
し
た
月
洲
は
、
系
統
的
に
か
な
り
近
い
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
か
ろ
う
。

備
前
の
禅
寺
と
大
覚
派

　

西
祖
寺
や
明
禅
寺
の
み
で
な
く
、
備
前
（
岡
山
市
東
区
鉄
）
の
安
国
寺
（
す
で
に
廃
寺
）
も
大
覚
派
の
霊
叟
太
古
が
開
山
と
な
っ
て
お
り
、
利
生
塔
が

安
置
さ
れ
た
備
前
（
赤
磐
市
熊
山
町
）
の
吉
祥
寺
（
す
で
に
廃
寺
）
も
大
覚
派
の
桑
田
道
海
（
智
覚
禅
師
、
？
─
一
三
〇
九
）
が
開
山
と
さ
れ
て
い
る
。
ち
な

み
に
足
利
尊
氏
の
塔
所
で
あ
る
鎌
倉
長
寿
寺
の
開
山
に
迎
え
ら
れ
た
幻
住
派
の
古
先
印
元
（
正
宗
広
智
禅
師
、
一
二
九
五
─
一
三
七
四
）
も
幼
く
し
て
大

覚
派
の
桃
渓
徳
悟
（
宏
覚
禅
師
、
一
二
四
〇
─
一
三
〇
六
）
に
就
い
て
得
度
出
家
し
た
因
縁
が
存
し
て
い
る
。
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こ
れ
ら
の
関
係
を
大
覚
派
の
法
脈
で
整
理
し
た
か
た
ち
で
示
す
と
、
左
記
の
系
図
の
よ
う
に
な
る
。

蘭
渓
道
隆
（
鎌
倉
建
長
寺
開
山
）　

葦
航
道
然
─
頂
山
金
居
（
備
前
西
祖
寺
開
山
）
─
月
洲
感
鼎
（
西
祖
寺
二
世
か
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

桑
田
道
海
（
備
前
吉
祥
寺
開
山
〈
利
生
塔
設
置
〉・
建
長
寺
塔
頭
通
玄
庵
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

霊
叟
太
古
（
備
前
安
国
寺
開
山
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

桃
渓
徳
悟
…
古
先
印
元
（
幻
住
派
に
転
ず
る
、
鎌
倉
長
寿
寺
開
山
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

約
翁
徳
倹
─
寂
室
元
光
（
近
江
永
源
寺
開
山
・
備
中
安
国
寺
開
山
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
源
道
本
─
了
堂
素
安
─
伯
英
悳
儁
（
鎌
倉
建
長
寺
六
〇
世
）

　

備
前
ゆ
か
り
の
禅
宗
の
寺
々
が
い
ず
れ
も
鎌
倉
建
長
寺
の
蘭
渓
道
隆
の
門
流
、
大
覚
派
に
属
す
る
禅
僧
ら
と
大
き
く
関
わ
っ
て
い
た
事
実
が
判
明

す
る
。
た
だ
、
な
ぜ
備
前
西
祖
寺
の
月
洲
が
足
利
尊
氏
の
肖
像
画
を
描
か
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
、
長
寿
寺
殿
な
い
し
鎌
倉
長
寿
寺
と
西
祖
寺
と

の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
定
か
で
な
い
。
少
な
く
と
も
新
出
「
足
利
尊
氏
肖
像
画
」
の
画
讃
は
京
都
の
夢
窓
派
を
意
識
し
た
等
持
院
殿
で
は
な
く
、
鎌

倉
の
大
覚
派
を
意
識
し
た
長
寿
寺
殿
を
前
面
に
出
す
か
た
ち
で
悳
儁
が
讃
語
を
付
し
て
い
る
点
は
特
筆
さ
れ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

年
号
と
干
支
の
問
題

　

新
出
「
足
利
尊
氏
肖
像
画
」
は
原
本
で
は
な
く
覆
製
本
と
見
ら
れ
て
い
る
が
、
果
た
し
て
原
本
は
い
つ
作
ら
れ
た
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
悳
儁

の
画
讃
に
は
「
康
応
丁
卯
之
秋
」
と
い
う
年
記
の
記
載
が
存
し
て
い
る
。
康
応
年
間
（
一
三
八
九
─
一
三
九
〇
）
は
南
北
朝
が
合
一
す
る
直
前
の
北
朝

年
号
で
あ
り
、
嘉
慶
三
年
（
一
三
八
九
）
己
巳
二
月
九
日
に
康
応
と
改
元
さ
れ
て
よ
り
、
僅
か
一
年
後
の
康
応
二
年
（
一
三
九
〇
）
庚
午
三
月
二
六
日

に
は
明
徳
と
改
元
さ
れ
て
い
る
。

　

問
題
な
の
は
康
応
年
間
に
「
丁
卯
」
の
歳
が
存
し
な
い
こ
と
で
あ
り
、丁
卯
の
歳
で
あ
れ
ば
、嘉
慶
元
年
（
一
三
八
七
）
が
こ
れ
に
当
た
っ
て
い
る
。

丁
卯
の
歳
は
至
徳
四
年
八
月
二
三
日
に
嘉
慶
と
改
元
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
年
の
秋
に
揮
毫
さ
れ
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
至
徳
四
年

な
い
し
嘉
慶
元
年
の
秋
で
あ
れ
ば
、
尊
氏
が
没
し
て
三
十
回
忌
に
肖
像
画
が
作
製
さ
れ
、
悳
儁
が
肖
像
画
讃
を
揮
毫
し
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
尊
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氏
が
北
朝
の
光
明
天
皇
か
ら
征
夷
大
将
軍
に
任
じ
ら
れ
た
の
は
建
武
五
年
（
一
三
三
八
）
秋
八
月
一
一
日
の
こ
と
で
あ
り
、
八
月
二
八
日
に
北
朝
は

暦
応
元
年
と
改
元
し
て
い
る
。
建
武
五
年
な
い
し
暦
応
元
年
か
ら
数
え
る
と
、
ち
ょ
う
ど
五
〇
年
目
が
嘉
慶
元
年
丁
卯
の
年
に
当
た
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
康
応
年
間
の
秋
に
悳
儁
が
新
出
「
足
利
尊
氏
肖
像
画
」
の
原
本
に
讃
語
を
揮
毫
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
康
応
元
年
（
一
三
八
九
）
の
秋
し
か

該
当
す
る
年
が
な
く
、
翌
年
に
尊
氏
の
三
十
三
回
忌
を
目
前
に
そ
の
肖
像
画
が
作
製
さ
れ
、
悳
儁
が
讃
語
を
付
し
た
こ
と
に
な
る
。
お
そ
ら
く
新
出

「
足
利
尊
氏
肖
像
画
」
の
原
本
の
讃
に
は
単
に
「
丁
卯
之
秋
」
と
の
み
記
さ
れ
て
い
た
も
の
を
、
複
写
頂
相
を
製
作
す
る
段
階
で
、
至
徳
や
嘉
慶
の

年
号
を
用
い
ず
、
康
応
の
年
号
を
遡
ら
せ
て
補
筆
し
た
も
の
と
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
か
。

新
出
「
足
利
尊
氏
肖
像
画
」
の
讃
語
か
ら
伺
え
る
こ
と

　

最
後
に
複
製
本
な
が
ら
新
出
「
足
利
尊
氏
肖
像
画
」
に
付
さ
れ
た
悳
儁
の
讃
語
の
内
容
か
ら
伺
え
る
こ
と
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
悳
儁
の
詠
じ

た
讃
語
で
は
、
足
利
尊
氏
の
功
績
が
大
き
く
讃
え
ら
れ
て
お
り
、
南
北
朝
前
期
に
尊
氏
が
な
し
た
諸
政
策
を
是
と
し
、
と
く
に
安
国
寺
と
利
生
塔
を

設
置
し
た
意
義
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
原
本
の
「
足
利
尊
氏
肖
像
画
」
に
悳
儁
が
讃
を
付
し
た
の
は
、
三
代
将
軍
の
足
利
義
満
（
鹿
苑
院
天
山
道
義
、

一
三
五
八
─
一
四
〇
八
）
の
治
世
で
あ
り
、
南
北
朝
の
合
一
を
ま
さ
に
目
前
に
し
た
時
期
に
当
た
っ
て
い
る
。

　

こ
の
時
期
に
西
祖
寺
の
月
洲
は
京
都
の
等
持
院
殿
で
は
な
く
、
鎌
倉
の
長
寿
寺
殿
を
高
揚
す
べ
く
、
建
長
寺
の
伯
英
悳
儁
に
「
足
利
尊
氏
肖
像
画
」

に
讃
語
を
依
頼
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
京
都
で
夢
窓
派
が
大
躍
進
す
る
中
、
長
寿
寺
殿
を
強
調
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
と
対
抗
す
る
意
識
が
存
し
た

も
の
で
あ
ろ
う
か
。
当
時
、
大
覚
派
を
代
表
す
る
伯
英
悳
儁
が
足
利
尊
氏
の
肖
像
画
に
讃
語
を
揮
毫
し
て
い
る
背
景
に
は
、
特
別
な
感
慨
が
存
し
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

悳
儁
が
讃
語
を
寄
せ
た
原
本
「
足
利
尊
氏
肖
像
画
」
は
西
祖
寺
の
寺
内
に
大
切
に
奉
安
さ
れ
、し
ば
ら
く
の
間
は
足
利
尊
氏
の
命
日
（
四
月
三
〇
日
）

な
ど
に
報
恩
供
養
の
儀
式
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
な
ぜ
僅
か
半
世
紀
後
に
新
た
に
複
製
が
作
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
は
定
か

で
な
い
。
お
そ
ら
く
兵
乱
や
火
災
な
ど
何
ら
か
の
事
情
で
西
祖
寺
所
蔵
の
原
本
「
足
利
尊
氏
肖
像
画
」
が
か
な
り
破
損
し
た
た
め
、
足
利
尊
氏
に
対

す
る
供
養
を
永
く
継
続
す
べ
く
西
祖
寺
で
新
た
に
複
製
を
制
作
す
る
こ
と
が
発
願
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
だ
と
す
れ
ば
、
新
調
し
た
複
製

本
で
あ
る
新
出
「
足
利
尊
氏
肖
像
画
」
に
伯
英
悳
儁
の
肖
像
画
讃
の
文
字
を
書
き
写
し
た
の
は
、
当
時
、
西
祖
寺
の
住
持
を
務
め
て
い
た
頂
山
金
居

の
系
統
に
連
な
る
大
覚
派
の
禅
者
で
あ
っ
た
と
解
す
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
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［
新
出
「
足
利
尊
氏
肖
像
画
讃
」
資
料
・
訓
註
編
］

【
原
文
の
ま
ま
翻
刻
】

能
乗
多
生
大
願
力
堂
々
示
現
宰
官
身
風
化
何
處

不
相
到
有
道
有
徳
有
經
綸
六
十
六
州
安
寳
塔

神
光
靈
輝
耀
無
垠
造
寺
亦
同
寳
塔
數
妙
厳

荘
力
縦
敷
陳
若
論
於
世
受
依
報
門
閥
爵
禄
絶

比
倫
這
般
去
就
也
奇
特
將
盡
大
地
作
家
珎
從
上

宗
乗
參
得
了
摩
醯
正
眼
絶
疎
親
擲
下
大
千
於

方
外
當
頭
把
断
个
要
津
真
諦
俗
諦
揔
圓
融
凡

情
聖
量
一
味
真
維
摩
大
士
何
曽
別
神
通
妙
用

應
刹
塵
千
妖
百
怪
盡
消
滅
只
見
國
土
号
令
新

　

備
陽
西
祖
寺
月
洲
和
尚
繪
長
壽
寺
殿
尊
真

　

請
讃
於
老
拙
永
留
本
寺
以
作
供
養

　

龍
集
康
應
丁
卯
之
秋
於
逢
春
閣
上

　

建
長
住
山
比
丘
悳
儁
敬
讃
［
朱
方
印
］［
朱
方
印
］

【
句
読
点
を
付
し
て
翻
刻
】

能
乗
多
生
大
願
力
、
堂
々
示
現
宰
官
身
。

風
化
何
處
不
相
到
。
有
道
有
徳
有
經
綸
。

六
十
六
州
安
寳
塔
、
神
光
靈
輝
耀
無
垠
。

造
寺
亦
同
寳
塔
數
、
妙
厳
荘
力
縦
敷
陳
。

伯英悳儁の讃語
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若
論
於
世
受
依
報
、
門
閥
爵
禄
絶
比
倫
。

這
般
去
就
也
奇
特
、
将
盡
大
地
作
家
珍
。

從
上
宗
乗
參
得
了
、
摩
醯
正
眼
絶
疎
親
。

擲
下
大
千
於
方
外
、
當
頭
把
断
个
要
津
。

真
諦
俗
諦
揔
圓
融
、
凡
情
聖
量
一
味
真
。

維
摩
大
士
何
曽
別
、
神
通
妙
用
應
刹
塵
。

千
妖
百
怪
盡
消
滅
、
只
見
國
土
号
令
新
。

　

備
陽
西
祖
寺
月
洲
和
尚
、
繪
長
壽
寺
殿
尊
真
、
請
讃
於
老
拙
。
永
留
本
寺
、
以
作
供
養
。

　

龍
集
康
應
丁
卯
之
秋
、
於
逢
春
閣
上
、
建
長
住
山
比
丘
悳
儁
、
敬
讃
。［
朱
方
印
］［
朱
方
印
］

【
書
き
下
し
文
】

能
く
多
生
の
大
願
力
に
乗
じ
、
堂
々
と
し
て
宰
官
身
を
示
現
す
。

風
化
、
何
れ
の
処
か
相
い
到
ら
ざ
る
。
道
有
り
、
徳
有
り
、
経
綸
有
り
。

六
十
六
州
に
宝
塔
を
安
じ
、
神
光
霊
輝
、
耀
く
こ
と
垠
り
無
し
。

寺
を
造
る
こ
と
亦
た
宝
塔
の
数
に
同
じ
く
、
妙
厳
荘
力
も
て
縦
い
ま
ま
に
敷
陳
す
。

若
し
世
に
於
い
て
依
報
を
受
く
る
こ
と
を
論
ぜ
ば
、
門
閥
・
爵
禄
と
も
比
倫
を
絶
す
。

這
般
の
去
就
も
也
た
奇
特
な
り
、
尽
大
地
を
将
て
家
珍
と
作
す
。

従
上
の
宗
乗
は
参
得
し
了
わ
り
、
摩
醯
の
正
眼
に
よ
り
疎
親
を
絶
す
。

大
千
を
方
外
に
擲
下
し
、
当
頭
に
个
の
要
津
を
把
断
す
。

真
諦
・
俗
諦
は
揔
べ
て
円
融
し
、
凡
情
・
聖
量
は
一
味
に
し
て
真
な
り
。

維
摩
大
士
、
何
ぞ
曾
て
別
な
ら
ん
。
神
通
妙
用
も
て
刹
塵
に
応
ず
。

千
妖
百
怪
は
尽
く
消
滅
し
、
只
だ
国
土
に
号
令
の
新
た
な
る
を
見
る
。
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備
陽
西
祖
寺
の
月
洲
和
尚
、
長
寿
寺
殿
の
尊
真
を
絵
き
、
讃
を
老
拙
に
請
う
。
永
く
本
寺
に
留
め
、
以
て
供
養
を
作
し
た
ま
え
。

龍
集
康
応
丁
卯
の
秋
、
逢
春
閣
上
に
於
い
て
、
建
長
住
山
比
丘
悳
儁
、
敬
ん
で
讃
す
。［
朱
方
印
］［
朱
方
印
］

【
現
代
語
訳
】

　

こ
の
お
方
は
何
度
も
生
ま
れ
変
わ
る
大
き
な
願
力
に
よ
り
、
堂
々
と
し
た
為
政
者
の
御
姿
を
現
わ
さ
れ
た
。
そ
の
徳
風
で
感
化
の
到
ら
な
い
と
こ

ろ
が
何
処
に
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
道
を
具
え
徳
を
具
え
天
下
を
治
め
る
す
べ
も
具
え
て
お
ら
れ
た
の
だ
。
日
本
国
内
六
十
六
州
の
各
地
に
利
生
宝
塔
を

安
置
さ
れ
、測
り
知
れ
な
い
そ
の
神
変
の
光
は
輝
き
つ
づ
け
て
果
て
が
な
い
。
安
国
寺
を
造
立
す
る
こ
と
も
ま
た
利
生
宝
塔
の
数
と
同
じ
で
あ
っ
て
、

そ
の
荘
厳
な
力
を
盛
ん
に
し
、
ほ
し
い
ま
ま
に
敷
き
施
さ
れ
た
。
も
し
世
の
中
で
国
土
を
受
け
る
こ
と
を
論
じ
た
な
ら
ば
、
家
柄
と
い
い
爵
位
や
禄

高
と
い
い
、
比
べ
る
も
の
を
超
え
て
お
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
行
な
い
す
べ
て
が
何
と
す
ぐ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
か
。
国
の
す
べ
て
の
土
地
を

大
切
な
家
宝
と
考
え
て
お
ら
れ
た
。
仏
法
の
最
も
奥
深
い
教
え
も
参
学
し
切
っ
て
お
り
、
大
自
在
天
の
よ
う
な
卓
越
し
た
見
識
で
、
自
身
に
疎
遠
か

親
近
か
を
越
え
て
も
の
ご
と
を
公
平
に
捉
え
て
お
ら
れ
た
。
こ
の
世
の
中
す
べ
て
を
仏
法
の
世
界
へ
と
放
り
投
げ
、
即
座
に
そ
の
要
所
を
捉
え
て
お

ら
れ
た
。
仏
法
の
真
理
も
世
俗
の
道
理
も
す
べ
て
妨
げ
る
こ
と
な
く
行
き
わ
た
ら
せ
、
凡
夫
の
心
情
も
聖
者
の
思
量
も
同
一
に
真
な
る
も
の
と
さ
れ

て
い
た
。
世
俗
の
菩
薩
と
称
え
ら
れ
た
維
摩
居
士
と
ど
う
し
て
別
で
あ
ろ
う
や
。
他
の
人
々
の
遠
く
及
ば
な
い
す
ぐ
れ
た
は
た
ら
き
に
よ
っ
て
、
多

く
の
事
柄
に
対
応
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
無
数
の
物
の
怪
は
す
べ
て
消
え
失
せ
、
た
だ
国
中
に
号
令
が
新
た
に
敷
か
れ
た
の
を
見
る
の
み
で

あ
る
。備

陽
の
西
祖
寺
の
月
洲
和
尚
が
長
寿
寺
殿
の
尊
い
御
姿
を
描
い
て
、
讃
の
文
章
を
こ
の
年
老
い
た
私
に
願
っ
て
来
ら
れ
た
。
こ
の
肖
像
画
を
末

永
く
御
寺
に
留
め
ら
れ
、
供
養
を
な
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

そ
の
年
は
康
応
丁
卯
の
秋
の
こ
と
、
逢
春
閣
の
上
で
、
建
長
寺
の
住
持
で
あ
る
比
丘
の
悳
儁
が
敬
ん
で
讃
を
記
し
た
。

多
生
…
多
く
の
生
を
受
け
る
。
何
度
も
生
を
変
え
て
こ
の
世
に
生
ま
れ
出
る
。
幾
度

も
生
ま
れ
変
わ
っ
て
多
く
の
生
を
受
け
る
。
罪
障
が
深
く
幾
度
も
生
死
を
繰
り
返

す
身
を
い
う
。
幾
度
も
生
ま
れ
変
わ
る
間
。『
南
石
和
尚
語
録
』
巻
三
「
偈
頌
上
」

の
「
寄
二

中
竺
幻
居
禅
師
一

」
に
「
千
歳
巌
前
大
開
士
、
手
面
縦
横
妙
無
レ

比
。
娑

【
語
註
】
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婆
擲
去
猶
二

針
鋒
一

、
妙
喜
撮
来
如
二

粟
米
一。
多
生
願
力
深
且
堅
、
要
下

度
二

迷
流
一

出
中

生
死
上

」（
卍
続
蔵
一
二
四
・
二
〇
四
ａ
）
と
あ
る
。

大
願
力
…
大
き
な
願
い
の
力
。
広
大
な
衆
生
済
度
の
誓
願
の
力
。
仏
菩
薩
が
甚
大
な

慈
悲
で
衆
生
を
救
済
し
よ
う
と
す
る
誓
願
。『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』第
五
五
九「
第

五
分
地
獄
品
第
八
」
に
「
是
諸
菩
薩
已
多
親
二

近
諸
仏
世
尊
一、
曾
問
二

此
中
甚
深
法

義
一

已
、経
二

無
量
無
数
大
劫
一、修
二

集
百
千
行
苦
行
一、乗
二

大
願
力
一

来
生
二

此
土
一

」（
大

正
蔵
七
・
八
八
四
ａ
）
と
あ
り
、『
月
江
和
尚
語
録
』
巻
中
「
朝
廷
金
山
寺
建
二

水

陸
会
一

普
説
」
に
「
所
以
乗
二

大
悲
願
力
一、
示
二

現
世
間
一、
為
二

三
界
大
師
四
生
慈
父
一、

如
二

優
曇
華
時
一
現
一

爾
」（
卍
続
蔵
一
二
三
・
一
三
八
ａ
）
と
あ
る
。

堂
堂
…
堂
々
と
し
て
。
堂
々
た
り
。
あ
り
さ
ま
が
厳
し
く
立
派
な
さ
ま
。
容
貌
の
立

派
な
さ
ま
。
人
々
に
抜
き
ん
出
て
い
る
様
子
を
い
う
。『
宗
門
聯
燈
会
要
』
巻

二
八
「
台
州
瑞
巌
子
鴻
禅
師
」
の
章
に
「
法
爾
不
レ

爾
、建
立
乖
レ

真
。
堂
堂
現
成
、

雕
琢
成
レ

偽
。
妙
円
超
悟
、
頭
上
安
レ

頭
。
頓
獲
二

法
身
一、
枷
上
著
レ

杻
」（
卍
続
蔵

一
三
六
・
四
五
八
ｃ
〜
ｄ
）
と
あ
る
。

示
現
…
示
し
現
わ
す
。
姿
を
見
せ
る
。
仏
菩
薩
な
ど
が
衆
生
を
教
化
救
済
す
る
た
め

に
種
々
の
姿
を
こ
の
世
の
中
に
示
し
現
わ
す
。
す
ぐ
れ
た
人
物
が
こ
の
世
に
出
現

す
る
意
に
も
用
い
る
。『
大
慧
禅
師
禅
宗
雑
毒
海
』
巻
下
の
「
李
運
使
画
像
賛
」

に
「
等
閑
示
二

現
宰
官
身
一、
便
作
二

儒
林
出
格
人
一。
野
服
幅
巾
帰
二

旧
隠
一、
游
二

戯
寰

中
一

物
外
春
」（
卍
続
蔵
一
二
一
・
四
八
ｃ
）
と
あ
る
。

宰
官
身
…
宰
官
の
身
。
宰
官
は
支
配
者
・
命
令
者
。
権
限
を
も
っ
て
政
治
を
執
り
行

う
者
。
人
民
を
主
宰
す
る
官
公
職
の
者
を
い
う
。
宰
は
主
ど
る
。
官
は
功
能
。『
妙

法
蓮
華
経
』「
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
五
」
に
「
応
以
二

居
士
身
一

得
度
者
、

即
現
二

居
士
身
一

而
為
説
法
。
応
以
二

宰
官
身
一

得
度
者
、
即
現
二

宰
官
身
一

而
為
説
法
」

（
大
正
蔵
九
・
五
七
ｂ
）
と
あ
り
、『
月
江
和
尚
語
録
』
巻
下
「
仏
祖
讃
」
の
「
子

昂
趙
学
士
筆
」
に
「
大
士
示
二

現
宰
官
身
一、
宴
二

坐
玉
堂
一

而
説
法
、
一
朝
奉
レ

詔
登
二

宝
陀
一、
親
覩
二

如
レ

是
慈
悲
相
一

」（
卍
続
蔵
一
二
三
・
一
四
〇
ｄ
）
と
あ
る
。

風
化
…
風
俗
教
化
の
略
。
徳
風
で
感
化
す
る
。
徳
あ
る
者
が
人
格
的
に
他
の
人
々
を

感
化
す
る
。『
景
徳
伝
燈
録
』
巻
二
三
「
昇
州
清
涼
院
文
益
禅
師
」
の
章
に
「
師

縁
被
二

於
金
陵
一、三
坐
二

大
道
場
一、
朝
夕
演
レ

旨
。
時
諸
方
叢
林
咸
遵
二

風
化
一。
異
域

有
下

慕
二

其
法
一

者
上、
渉
レ

遠
而
至
」（
大
正
蔵
五
一
・
三
九
九
ｃ
）
と
あ
る
。

有
道
有
徳
…
道
有
り
徳
有
り
。
道
を
学
ん
で
徳
を
身
に
付
け
る
。
有
道
は
道
を
修
め

る
、
仏
道
を
実
践
す
る
意
に
用
い
る
。
有
徳
は
道
を
学
ん
で
徳
を
身
に
つ
け
る
。

道
を
修
め
た
こ
と
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
徳
望
も
具
え
て
い
る
。『
虚
堂
和
尚
語

録
』
巻
八
「
虚
堂
和
尚
続
輯
」
の
「
上
堂
」
に
「
鐘
鼓
之
鳴
、
可
三

以
節
二

礼
楽
一。

権
衡
之
正
、
可
三

以
定
二

錙
銖
一。
而
我
比
丘
為
二

仏
弟
子
一、
有
レ

道
有
レ

徳
、
有
レ

仁
有
レ

義
」（
大
正
蔵
四
七
・
一
〇
四
三
ｂ
）
と
あ
る
。

経
綸
…
経
は
機
の
縦
糸
。
綸
は
糸
を
整
え
納
め
る
。
機
を
織
る
に
は
最
初
に
縦
糸
を

引
き
、
そ
れ
に
横
糸
を
織
り
込
ん
で
い
く
。
経
綸
と
は
天
下
を
治
め
整
え
る
、
国

を
治
め
天
下
を
平
ら
か
に
す
る
。
混
沌
と
し
た
世
の
中
を
治
め
る
の
に
、
ま
ず
規

模
を
定
め
、
つ
ぎ
に
事
業
に
及
ぶ
。『
易
経
』「
屯
」
に
「
大
象
。
雲
雷
屯
、
君
子

以
二

経
綸
一

」
と
あ
る
。『
石
門
文
字
禅
』
巻
二
「
古
詩
」
の
「
仇
彦
和
佐
邑
崇
仁
、

有
三

白
蓮
双
葩
並
幹
芝
草
叢
生
二

於
県
一

斎
レ

之
、
旁
作
レ

堂
名
曰
二

瑞
応
一。
且
求
レ

詩
、

敬
為
賦
レ

之
」
に
「
宰
肉
杜
樹
陰
、
豈
無
二

天
下
志
一。
用
レ

材
樸
楔
間
、
已
有
二

経
綸

意
一

」（
禅
門
逸
書
初
編
四
・
一
八
ａ
）
と
あ
る
。

六
十
六
州
安
宝
塔
…
六
十
六
州
に
宝
塔
を
安
ず
。
日
本
国
中
に
宝
塔
を
安
置（
奉
安
）

す
る
。
仏
光
派
（
夢
窓
派
祖
）
の
夢
窓
疎
石
の
勧
め
で
足
利
尊
氏
・
足
利
直
義
の

兄
弟
が
北
朝
の
康
永
四
年
（
南
朝
の
興
国
六
年
、
一
三
四
五
）
に
光
厳
天
皇
の
院

宣
に
よ
り
、
か
つ
て
の
国
分
寺
に
倣
っ
て
諸
国
に
設
置
し
た
安
国
寺
に
付
属
し
て
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利
生
塔
を
安
置
し
た
こ
と
を
い
う
。
利
生
塔
と
は
戦
没
者
な
ど
の
霊
を
弔
う
た
め

に
建
て
る
塔
。
詳
し
く
は
今
枝
愛
眞『
中
世
禅
宗
史
の
研
究
』（
一
九
七
〇
年
八
月
、

東
京
大
学
出
版
会
）
の
「
安
国
寺
・
利
生
塔
の
設
立
」
の
「
利
生
塔
の
設
置
」
の

箇
所
（
八
三
頁
〜
一
〇
七
頁
）
お
よ
び
松
尾
剛
次
『
日
本
中
世
の
禅
と
律
』

（
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
、
吉
川
弘
文
館
）
の
「
安
国
寺
・
利
生
塔
再
考
」
の
箇
所

（
一
八
四
頁
〜
二
一
五
頁
）
を
参
照
。『
夢
窓
国
師
語
録
』
巻
下
一
「
陞
座
」
の
「
康

永
改
元
壬
午
仲
秋
初
五
日
欽
奉
二

聖
旨
一

慶
二

讃
京
城
東
山
八
坂
宝
塔
一

」
に
「
阿
育

王
曾
造
二

八
万
四
千
塔
廟
一、
皆
択
二

八
祥
之
霊
地
一、
以
為
二

祉
基
一

。
榑
桑
国
新�

立
二

六
十
六
箇
之
浮
図
一、
先
二

於
八
坂
之
精
藍
一、
而
修
二

供
養
一

」（
大
正
蔵

八
〇
・
四
六
七
ｂ
）
と
あ
る
。

六
十
六
州
…
往
古
の
日
本
国
内
の
地
方
行
政
区
分
。
日
本
全
体
を
総
称
す
る
際
に
用

い
ら
れ
た
。
律
令
制
の
と
き
の
令
制
国
に
始
ま
り
、日
本
六
十
余
州
と
称
さ
れ
る
。

実
際
に
は
畿
内
・
七
道
の
六
十
六
州
に
壱
岐
と
対
馬
の
二
島
を
併
せ
た
六
十
八
州

で
あ
る
が
、
一
般
に
六
十
六
州
と
称
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
畿
内
は
山
城
・

大
和
・
河
内
・
和
泉
・
摂
津
の
五
ヶ
国
で
あ
り
、
こ
れ
を
五
畿
内
と
称
す
る
。
七

道
と
は
東
海
道
・
東
山
道
・
北
陸
道
・
山
陰
道
・
山
陽
道
・
南
海
道
・
西
海
道
の

七
つ
の
道
で
あ
る
。
東
海
道
は
伊
賀
・
伊
勢
・
志
摩
・
尾
張
・
三
河
・
遠
江
・
駿

河
・
伊
豆
・
甲
斐
・
相
模
・
武
蔵
・
安
房
・
上
総
・
下
総
・
常
陸
の
一
五
ヶ
国
で

あ
り
、
東
山
道
は
近
江
・
美
濃
・
飛
騨
・
信
濃
・
上
野
・
下
野
・
陸
奥
・
出
羽
の

八
ヶ
国
で
あ
り
、
北
陸
道
は
若
狭
・
越
前
・
越
中
・
越
後
・
能
登
・
加
賀
・
佐
渡

の
七
ヶ
国
で
あ
り
、
山
陰
道
は
丹
波
・
丹
後
・
但
馬
・
因
幡
・
伯
耆
・
出
雲
・
石

見
・
隠
岐
の
八
ヶ
国
で
あ
り
、
山
陽
道
は
播
磨
・
美
作
・
備
前
・
備
中
・
備
後
・

安
芸
・
周
防
・
長
門
の
八
ヶ
国
で
あ
り
、
南
海
道
は
紀
伊
・
淡
路
・
伊
予
・
讃
岐
・

阿
波
・
土
佐
の
六
ヶ
国
で
あ
り
、
西
海
道
は
筑
前
・
筑
後
・
豊
前
・
豊
後
・
肥
前
・

肥
後
・
日
向
・
大
隅
・
薩
摩
の
九
ヶ
国
に
壱
岐
・
対
馬
の
二
島
を
加
え
た
一
一
ヶ

国
で
あ
っ
て
、
畿
内
・
七
道
を
合
わ
せ
る
と
六
十
八
州
と
な
る
。
東
北
地
方
は
陸

奥
と
出
羽
の
み
に
大
き
く
分
け
ら
れ
、
北
海
道
は
蝦
夷
地
と
し
て
組
み
込
ま
れ
て

い
な
い
。

宝
塔
…
宝
玉
で
造
ら
れ
た
仏
塔
。
二
層
の
多
宝
塔
に
対
し
て
、
円
形
の
塔
身
が
あ
る

単
層
の
塔
形
。『
普
菴
録
』
巻
二
「
題
二

宝
塔
一

」
に
「
塔
本
無
レ

縫
、
真
如
不
レ

動
。

説
二

此
経
一

処
、
涌
二

出
虚
空
一。
釈
迦
多
宝
、
聴
説
如
レ

夢
。（
中
略
）
護
持
礼
レ

塔
、

摧
二

滅
魔
蹤
一。
顕
正
宝
塔
、
八
面
玲
瓏
」（
卍
続
蔵
一
二
〇
・
三
〇
二
ａ
）
と
あ
る
。

こ
こ
で
は
足
利
尊
氏
・
直
義
の
兄
弟
が
夢
窓
疎
石
の
勧
め
を
受
け
て
元
弘
の
変
よ

り
以
降
の
戦
没
者
の
霊
を
弔
い
、
天
下
泰
平
を
祈
願
し
て
全
国
に
建
立
し
た
利
生

塔
を
指
す
。
北
朝
の
暦
応
元
年
（
一
三
三
八
）
か
ら
貞
和
年
間
（
一
三
四
五
─

一
三
五
〇
）
に
か
け
て
全
国
六
十
八
州
に
そ
れ
ぞ
れ
一
塔
が
設
け
ら
れ
、
各
塔
に

は
朝
廷
か
ら
仏
舎
利
二
粒
が
収
め
ら
れ
た
と
さ
れ
、光
厳
上
皇
の
院
宣
で
「
利
生
」

の
称
号
が
与
え
ら
れ
た
。
天
台
・
真
言
・
律
な
ど
の
旧
仏
教
系
の
ほ
か
、
山
城
・

相
模
・
駿
河
な
ど
で
は
五
山
禅
院
、
能
登
で
は
曹
洞
宗
の
瑩
山
紹
瑾
（
一
二
六
四

─
一
三
二
五
）
が
創
建
し
た
洞
谷
山
永
光
寺
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
多
く
は

五
重
塔
ま
た
は
三
重
塔
で
あ
っ
た
。
備
前
の
利
生
塔
は
岡
山
県
赤
磐
市
熊
山
町
に

存
し
た
吉
祥
寺
（
臨
済
宗
）
の
境
内
に
建
て
ら
れ
た
と
さ
れ
、『
蔭
凉
軒
日
録
』「
寛

正
二
年
八
月
四
日
」
の
条
に
「
備
前
国
吉
祥
寺
塔
婆
料
奉
行
之
事
、可
レ

被
二

仰
付
一

」

と
あ
る
。
ま
た
『
心
田
播
禅
師
疏
』「
山
門
」
に
は
「
鞏
首
座
住
二

備
之
后
州
（
前

州
カ
）
吉
祥
一

山
門
〈
正
伝
菴
門
徒
、
開
山
塔
曰
二

利
生
一

〉」（
五
山
新
集
別
一
・

七
一
八
頁
）
と
題
す
る
山
門
疏
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
吉
祥
寺
の
開
山
は
大
覚
派

の
桑
田
道
海
（
智
覚
禅
師
、？
─
一
三
〇
九
）
で
あ
る
が
、こ
の
寺
も
廃
寺
と
な
っ

て
す
で
に
久
し
い
。
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神
光
霊
輝
耀
無
垠
…
神
光
霊
輝
、
耀
き
て
垠
り
無
し
。
神
光
は
神
妙
な
光
明
、
諸
仏

が
肉
身
か
ら
発
す
る
光
明
。
測
り
知
れ
な
い
神
変
を
い
う
。『
密
菴
和
尚
語
録
』「
法

語
」
の
「
示
二

白
雲
然
長
老
一

」
に
「
神
光
不
レ

昧
、
万
古
徽
猷
、
只
此
霊
鋒
、
阿

誰
敢
擬
」（
大
正
蔵
四
七
・
九
八
〇
ａ
）
と
あ
る
。
霊
輝
は
霊
光
に
同
じ
、
不
思
議

な
光
。
不
可
思
議
で
量
り
知
れ
な
い
輝
き
。
衆
生
が
本
来
具
有
し
て
い
る
仏
性
の

輝
き
に
譬
え
ら
れ
る
。『
景
徳
伝
燈
録
』巻
九「
福
州
古
霊
神
讃
禅
師
」の
章
に「
霊

光
独
耀
、逈
脱
二

根
塵
一。
体
二

露
真
常
一、不
レ

拘
二

文
字
一。
心
性
無
レ

染
、本
自
円
成
」（
大

正
蔵
五
一
・
二
六
八
ａ
）
と
あ
る
。
耀
は
輝
き
照
ら
す
、
一
き
わ
光
を
加
え
る
。

垠
は
限
り
、
果
て
極
み
。
無
垠
で
境
界
・
限
界
が
な
い
。『
円
悟
仏
果
禅
師
語
録
』

巻
一
「
住
成
都
府
崇
寧
万
寿
禅
寺
語
録
」
の
「
陞
座
」
に
「
如
今
坐
立
儼
然
、
見

聞
不
レ

昧
、
光
輝
溢
レ

目
、
寂
爾
無
レ

垠
」（
大
正
蔵
四
七
・
七
一
五
ａ
）
と
あ
る
。

造
寺
…
寺
を
造
る
。
寺
院
の
建
物
を
造
る
。
造
寺
造
塔
で
寺
院
や
堂
塔
を
建
立
す
る
。

『
景
徳
伝
燈
録
』
巻
三
「
第
二
十
八
祖
菩
提
達
磨
」
の
章
に
達
磨
と
梁
の
武
帝
の

問
答
と
し
て
「
帝
問
曰
、
朕
即
位
已
来
、
造
レ

寺
写
レ

経
度
レ

僧
、
不
レ

可
二

勝
紀
一、
有
二

何
功
徳
一。
師
曰
、
並
無
二

功
徳
一。
帝
曰
、
何
以
無
二

功
徳
一。
師
曰
、
此
但
人
天
小
果

有
漏
之
因
、
如
二

影
随
一レ

形
、
雖
レ

有
非
レ

実
」（
大
正
蔵
五
一
・
二
一
九
ａ
）
と
あ
る
。

こ
こ
で
は
足
利
尊
氏
と
弟
の
足
利
直
義
が
仏
光
派
（
夢
窓
派
祖
）
の
夢
窓
疎
石
の

勧
め
で
利
生
塔
と
同
時
期
に
六
十
六
州
二
島
に
制
定
し
た
安
国
寺
を
指
す
。
将
軍

の
御
教
書
に
よ
り
各
国
守
護
の
菩
提
所
で
あ
っ
た
五
山
派
有
力
寺
院
が
安
国
寺
に

指
定
さ
れ
た
。
今
枝
愛
眞
『
中
世
禅
宗
史
の
研
究
』
の
「
安
国
寺
・
利
生
塔
の
設

立
」
の
「
安
国
寺
の
設
定
」
の
箇
所
（
一
〇
八
頁
〜
一
二
八
頁
）
お
よ
び
松
尾
剛

次
『
日
本
中
世
の
禅
と
律
』
の
「
安
国
寺
・
利
生
塔
再
考
」
の
箇
所
（
一
八
四
頁

〜
二
一
五
頁
）
を
参
照
。
備
前
の
安
国
寺
に
は
岡
山
市
西
大
寺
町
鉄
地
蔵
院
に
存

す
る
青
雲
山
安
国
寺
が
制
定
さ
れ
て
お
り
、開
山
は
大
覚
派
の
霊
叟
太
古
で
あ
り
、

開
基
は
南
北
朝
期
の
薬
師
寺
公
義
（
次
郎
左
衛
門
、法
名
は
元
可
）
で
あ
っ
た
が
、

現
在
は
真
言
宗
寺
院
と
な
っ
て
い
る
。

妙
厳
荘
力
…
最
初
の
字
は
判
読
し
難
い
が
、
お
そ
ら
く
「
妙
」
と
解
し
て
よ
い
だ
ろ

う
。
妙
厳
荘
は
妙
荘
厳
と
同
じ
く
、
き
わ
め
て
荘
厳
な
こ
と
。『
宏
智
禅
師
広
録
』

巻
九
「
明
州
天
童
覚
和
尚
真
賛
」
の
自
序
に
「
真
精
進
而
離
レ

妄
、
法
供
養
以
無
レ

疵
、
妙
荘
厳
以
従
レ

縁
、
慧
方
便
而
不
レ

縛
。
毘
盧
性
空
而
智
身
了
了
、
普
賢
毛
孔

而
法
界
重
重
」（
大
正
蔵
四
八
・
一
〇
一
ａ
）
と
あ
り
、『
普
菴
録
』
巻
二
「
頌
二

石

頭
和
尚
草
菴
歌
一

」
に
「
問
二

此
菴
一、
有
レ

誰
直
下
肯
承
当
。
不
レ

假
二

良
材
并
巧
匠
一、

重
重
帝
網
妙
厳
荘
」（
卍
続
蔵
一
二
〇
・
三
一
三
ｃ
）
と
あ
る
。

敷
陳
…
広
く
敷
き
述
べ
る
。
明
ら
か
に
述
べ
る
。
教
え
や
威
光
な
ど
を
人
々
に
説
き

示
す
。『
補
続
高
僧
伝
』
巻
一
四
「
夢
堂
噩
公
伝
」
に
「
師
佐
二

元
叟
一、
敷
二

陳
法

要
一。
及
下

与
二

群
公
一

辯
論
上、
義
趣
英
発
、
莫
レ

不
二

推
敬
一

」（
卍
続
蔵
一
三
四
・

一
二
五
ｃ
）
と
あ
る
。

依
報
…
拠
り
所
と
な
っ
て
い
る
も
の
。
住
す
る
場
所
。
国
土
世
間
。
環
境
世
界
。
過

去
の
業
に
よ
っ
て
受
け
た
我
が
身
を
正
報
と
い
う
の
に
対
し
、
そ
の
拠
り
所
と
な

る
一
切
世
間
の
事
物
・
国
土
な
ど
対
象
世
界
を
依
報
と
い
う
。『
景
徳
伝
燈
録
』

巻
五
「
温
州
永
嘉
玄
覚
禅
師
」
の
章
に
「
依
報
与
レ

空
相
応
、
則
施
与
劫
奪
何
得

何
失
。（
中
略
）
依
報
与
二

空
不
空
一

相
応
、
則
永
絶
二

貪
求
一

資
財
給
済
。（
中
略
）

依
報
与
二

空
不
空
非
空
非
不
空
一

相
応
、
則
香
臺
宝
閣
厳
土
化
生
」（
大
正
蔵

五
一
・
二
四
二
ａ
）
と
あ
る
。

門
閥
…
家
柄
・
家
格
。
家
の
格
式
。
門
地
。
閥
は
門
柱
に
掲
げ
て
家
格
を
示
す
札
を

い
う
。『
禅
林
僧
宝
伝
』
巻
二
九
「
雲
居
仏
印
元
禅
師
」
の
伝
に
「
衆
姓
出
家
、

同
名
二

釈
子
一。
自
レ

非
下

買
二

崔
盧
一

以
二

門
閥
一

相
高
上、
安
問
二

貴
種
一

」（
卍
続
蔵

一
三
七
・
二
八
〇
ｃ
）
と
あ
る
。
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爵
禄
…
位
と
禄
。
爵
位
と
俸
禄
。
身
分
地
位
と
禄
高
。
官
位
と
財
力
。『
中
庸
』「
右

第
八
章
」
に
「
子
曰
、
天
下
国
家
可
レ

均
也
、
爵
禄
可
レ

辞
也
、
白
刃
可
レ

蹈
也
。

中
庸
不
レ

可
レ

能
也
」
と
あ
り
、『
叢
林
盛
事
』
巻
下
「
安
定
郡
王
号
二

超
然
居
士
一

」

の
項
に
「
世
人
無
始
時
来
、
有
二

大
苦
悩
一、
惑
二

乱
身
心
一、
不
レ

求
二

出
離
一。（
中
略
）

自
レ

古
迨
レ

今
、
老
幼
貴
賎
無
レ

不
レ

被
二

其
害
一

也
。
蓋
世
人
広
貪
二

財
利
一、
追
二

求
爵

禄
一

」（
卍
続
蔵
一
四
八
・
四
三
ｄ
）
と
あ
る
。

絶
比
倫
…
比
倫
を
絶
す
る
。
比
べ
る
も
の
を
遥
か
に
超
え
て
い
る
。
人
並
み
よ
り
き

わ
め
て
勝
れ
て
い
る
。『
建
中
靖
国
続
燈
録
』
巻
三
〇
「
偈
頌
門
」
の
「
明
州
雪

竇
山
重
顕
明
覚
禅
師
」
の
章
の
「
讃
仏
」
に
「
螺
髪
右
旋
仙
島
碧
、
眉
月
斜
印
海

門
新
。
鸞
翔
鳳
舞
非
二

殊
品
一、象
転
龍
蟠
絶
二

比
倫
一

」（
卍
続
蔵
一
三
六
・
二
〇
〇
ｄ
）

と
あ
る
。

這
般
去
就
…
這
般
の
去
就
。
這
般
は
者
般
・
遮
般
と
も
。
こ
の
類
い
の
。
こ
の
よ
う

な
。
去
就
は
去
っ
た
り
就
い
た
り
。
出
処
進
退
。
も
の
の
け
じ
め
の
判
断
。
地
位

か
ら
去
る
と
地
位
に
就
く
と
。『
大
慧
普
覚
禅
師
語
録
』巻
九「
雲
居
首
座
寮
秉
払
」

に
「
我
王
庫
内
無
二

如
レ

是
刀
一。
若
是
出
格
道
流
、
必
不
レ

作
二

這
般
去
就
一。
雖
二

然
如
一レ

是
、尽
法
無
民
。
今
夜
放
二

一
線
道
一、与
二

諸
人
一

相
見
」（
大
正
蔵
四
七
・
八
四
六
ｂ
）

と
あ
る
。

奇
特
…
奇
妙
特
別
の
略
。
と
り
わ
け
て
珍
し
く
す
ぐ
れ
て
い
る
。
常
識
的
な
思
考
を

超
え
て
い
る
。
不
可
思
議
で
深
遠
微
妙
で
あ
る
。『
宗
門
聯
燈
会
要
』
巻
四
「
洪

州
百
丈
懐
海
禅
師
」
の
章
に
「
僧
問
、
如
何
是
奇
特
事
。
師
云
、
独
坐
大
雄
峯
。

僧
作
礼
。
師
便
打
」（
卍
続
蔵
一
三
六
・
二
四
九
ｃ
）
と
あ
り
、『
宗
門
聯
燈
会
要
』

巻
一
三
「
舒
州
浮
山
法
遠
禅
師
」
の
章
に
「
不
レ

見
古
人
云
、
会
得
也
奇
特
、
不
レ

会
亦
相
許
」（
卍
続
蔵
一
三
六
・
三
二
一
ａ
）
と
あ
る
。「
也
奇
特
」
と
は
「
也
た

奇
特
な
り
」
で
、
何
と
奇
特
な
こ
と
か
、
ま
た
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
。

尽
大
地
…
大
地
を
尽
く
す
。
大
地
の
す
べ
て
。
こ
の
地
上
の
す
べ
て
。
世
界
中
ど
ん

な
と
こ
ろ
に
も
。『
宗
門
聯
燈
会
要
』巻
二
七「
筠
州
洞
山
暁
聡
禅
師
」の
章
に「
所

以
忘
レ

労
、尽
大
地
作
二

箇
胡
餅
一、天
下
人
尽
得
レ

喫
、唯
有
二

深
沙
神
一

不
レ

得
レ

喫
」（
卍

続
蔵
一
三
六
・
四
四
七
ｂ
）
と
あ
る
。

家
珍
…
家
の
宝
。
自
家
の
珍
宝
。
真
に
価
値
の
あ
る
も
の
。
人
々
本
具
の
仏
性
に
譬

え
る
。『
景
徳
伝
燈
録
』
巻
一
六
「
撫
州
黄
山
月
輪
禅
師
」
の
章
に
「
所
以
道
、

従
レ

門
入
者
不
二

是
家
珍
一。
認
レ

影
為
レ

頭
、豈
非
二

大
錯
一

」（
大
正
蔵
五
一
・
三
三
二
ｃ
）

と
あ
る
。
た
だ
し
、
本
画
賛
で
は
門
の
内
外
す
ら
立
て
ず
、
尽
大
地
を
も
っ
て
家

珍
と
な
す
足
利
尊
氏
の
広
大
な
理
想
が
語
ら
れ
て
い
る
。

従
上
宗
乗
…
原
文
で
は
最
初
の
文
字
が
摩
滅
し
て
読
み
に
く
い
が
、「
従
上
宗
乗
」

か
「
向
上
宗
乗
」
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。「
従
上
宗
乗
」
で
あ
る
な
ら
ば
、代
々

伝
え
ら
れ
て
き
た
禅
の
教
え
の
意
。
従
上
は
上
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
、
昔
か
ら
の
。

宗
乗
は
禅
宗
の
教
え
、
禅
の
宗
旨
。
乗
は
大
乗
・
小
乗
の
ご
と
く
教
え
を
乗
り
物

に
譬
え
た
表
現
。『
宗
門
聯
燈
会
要
』
巻
七
「
筠
州
黄
檗
希
運
禅
師
」
の
章
に
「
師

問
二

百
丈
一、
従
上
宗
乗
、
如
何
指
二

示
於
人
一。
丈
拠
レ

坐
。
師
云
、
後
代
児
孫
、
将
レ

何
伝
授
。
丈
云
、
我
将
謂
儞
是
箇
人
。
便
起
去
」（
卍
続
蔵
一
三
六
・
二
七
四
ａ
）

と
あ
る
。「
向
上
宗
乗
」
で
あ
る
な
ら
ば
、
最
上
の
教
え
、
さ
ら
に
上
の
教
え
。

仏
法
の
最
も
奥
深
い
宗
義
。
禅
の
第
一
義
の
教
え
。『
景
徳
伝
燈
録
』
巻
二
二
「
随

州
双
泉
山
師
寛
明
教
大
師
」
の
章
に
「
問
、
向
上
宗
乗
、
如
何
挙
唱
。
師
曰
、
不

敢
。
曰
、恁
麼
即
含
生
有
レ

望
。
師
曰
、脚
下
水
深
浅
」（
大
正
蔵
五
一
・
三
八
六
ｃ
）

と
あ
る
。

参
得
…
参
じ
尽
く
す
。
参
じ
て
体
得
す
る
。
師
に
参
じ
て
悟
り
を
得
る
。『
法
演
禅

師
語
録
』
巻
上
「
次
住
海
会
語
録
」
の
「
上
堂
」
に
「
幸
然
可
怜
生
、剛
地
学
参
。

問
既
然
参
得
了
。
未
レ

免
二

肚
裏
悶
一。
悶
即
自
家
悶
、
困
即
自
家
困
」（
大
正
蔵
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四
七
・
六
五
五
ａ
）
と
あ
る
。「
参
得
了
」
で
、
参
じ
尽
く
し
た
、
参
じ
切
っ
た
の

意
。

摩
醯
正
眼
…
摩
醯
は
摩
醯
首
羅
。M

aheśvara

マ
ケ
イ
シ
ュ
バ
ラ
。
大
自
在
天
。

宇
宙
の
大
主
宰
神
と
さ
れ
る
シ
バ
神
を
い
う
。
三
目
八
臂
で
白
象
に
乗
る
。
大
自

在
天
に
は
三
目
（
三
つ
の
目
）
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
正
眼
は
正
し
い
眼
。
卓
越
し

た
見
識
。
正
し
い
般
若
の
智
慧
。『
大
慧
普
覚
禅
師
語
録
』
巻
一
三
「
大
慧
普
覚

禅
師
普
説
」
の
「
定
光
大
師
請
二

普
説
一

」
に
「
一
刀
截
二

断
生
死
路
一、
摩
醯
正
眼

頂
門
開
、
無
辺
業
障
倶
銷
殞
。
畢
竟
如
何
。
寒
山
拾
得
在
二

天
台
一

」（
大
正
蔵

四
七
・
八
六
六
ｃ
）
と
あ
る
。

絶
疎
親
…
疎
親
を
絶
す
る
。
疎
親
は
親
疎
に
同
じ
、
縁
遠
い
と
親
密
。
疎
遠
な
こ
と

と
親
近
な
こ
と
。
疎
親
を
絶
す
で
、
足
利
尊
氏
が
自
身
の
縁
者
の
利
益
の
た
め
だ

け
で
な
く
、
広
く
武
家
全
体
の
た
め
に
正
し
い
見
識
で
尽
力
し
た
こ
と
を
意
味
し

よ
う
。『
汾
陽
無
徳
禅
師
語
録
』
巻
下
「
仏
道
訣
」
に
「
仏
道
顕
然
、顕
然
不
レ

是
。

不
レ

是
不
レ

辨
、
万
象
倶
現
。
日
月
空
明
、
物
我
皆
氷
。
氷
鏡
弗
レ

真
、
杳
絶
二

疎
親
一

」

（
大
正
蔵
四
七
・
六
二
一
ｃ
）
と
あ
る
。

擲
下
…
抛
下
や
放
下
と
も
。
放
り
投
げ
る
。
投
げ
捨
て
る
。
手
放
す
。『
景
徳
伝
燈
録
』

巻
一
五
「
潭
州
神
山
僧
密
禅
師
」
の
章
に
「
一
日
与
二

洞
山
一

鋤
二

茶
園
一。
洞
山
擲
二

下
钁
頭
一

曰
、我
今
日
困
、一
点
気
力
也
無
」（
大
正
蔵
五
一
・
三
二
三
ｃ
）
と
あ
る
。

「
大
千
を
方
外
に
擲
下
す
」
と
は
、
没
量
の
大
人
の
量
り
知
れ
な
い
働
き
を
い
う
。

大
千
…
三
千
大
千
世
界
・
三
千
大
千
国
土
。
三
千
世
界
。
千
の
三
乗
の
数
の
世
界
。

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
世
界
。
全
世
界
・
全
宇
宙
。『
法
演
禅
師
語
録
』
巻
中
「
舒
州

白
雲
山
海
会
演
和
尚
語
録
」
の
「
提
刑
入
レ

寺
上
堂
」
に
「
納
二

須
彌
於
芥
中
一、
擲
二

大
千
於
方
外
一、
変
二

大
地
一

為
二

黄
金
一、
攪
二

長
河
一

為
二

酥
酪
一

」（
大
正
蔵
四
七
・

六
五
八
ａ
）
と
あ
る
。

方
外
…
世
の
外
。
世
俗
社
会
を
超
え
た
立
場
。
仏
門
・
出
家
の
立
場
。
出
世
間
の
あ

り
よ
う
。『
大
慧
普
覚
禅
師
語
録
』
巻
一
五
「
大
慧
普
覚
禅
師
普
説
」
の
「
劉
侍

郎
親
書
二

華
厳
経
一

施
レ

師
、
仍
請
二

普
説
一

」
に
「
僧
問
、
擲
二

大
千
於
方
外
一、
納
二

須

彌
於
芥
中
一、
是
甚
麼
人
分
上
事
。
師
云
、
是
没
量
大
人
分
上
事
」（
大
正
蔵

四
七
・
八
七
七
ａ
）
と
あ
る
。

当
頭
…
そ
の
場
で
。
即
座
に
。
忽
ち
に
。
目
の
前
で
。『
応
菴
和
尚
語
録
』
巻
五
「
建

康
府
蒋
山
太
平
興
国
禅
寺
語
録
」
の
入
寺
法
語
に
「
金
剛
正
体
、
融
摂
十
虚
、
透
レ

頂
透
レ

底
絶
二

羅
籠
一、
亘
レ

古
亘
レ

今
無
二

向
背
一。
不
是
心
不
是
仏
不
是
物
、
当
頭
坐
断
、

千
眼
頓
開
」（
卍
続
蔵
一
二
〇
・
四
一
九
ｄ
〜
四
二
〇
ａ
）
と
あ
る
。

把
断
…
把
住
・
把
定
と
同
意
。
引
っ
捕
ま
え
る
。
押
さ
え
込
む
。
把
断
要
津
で
急
所

を
抑
え
る
意
。『
宗
門
聯
燈
会
要
』
巻
二
三
「
澧
州
洛
浦
元
安
禅
師
」
の
章
に
「
示
レ

衆
云
、
末
後
一
句
、
始
到
二

牢
関
一、
把
二

断
要
津
一、
不
レ

通
二

凡
聖
一

」（
卍
続
蔵

一
三
六
・
四
〇
五
ｄ
）
と
あ
る
。

要
津
…
重
要
な
船
着
場
。
渡
し
場
。
肝
要
な
場
所
。
急
所
。
仏
法
を
修
行
す
る
上
で

の
関
門
、
向
上
一
路
の
機
関
を
い
う
。『
宗
門
聯
燈
会
要
』
巻
一
八
「
温
州
浄
居

妙
道
禅
師
」
の
章
に
「
有
時
孤
峯
頂
上
把
二

断
要
津
一、
恁
麼
也
不
レ

得
、
不
恁
麼
也

不
レ

得
。
有
時
閙
市
門
頭
放
二

開
一
線
一、
恁
麼
也
得
、
不
恁
麼
也
得
」（
卍
続
蔵

一
三
六
・
三
六
三
ｄ
）
と
あ
る
。

真
諦
俗
諦
…
仏
法
と
世
法
。
真
諦
は
真
理
・
真
実
。
究
極
の
真
実
。
最
上
の
真
理
。

第
一
義
諦
。
仏
法
の
こ
と
を
指
す
。
俗
諦
は
世
諦
・
世
俗
諦
と
も
い
う
。
世
間
的

な
真
理
。
世
俗
の
立
場
で
の
真
理
。
世
間
一
般
が
承
認
し
て
い
る
真
実
。『
癡
絶

和
尚
語
録
』
巻
上
「
法
語
」
の
「
瑩
悦
二
上
人
幹
陳
二

塘
閘
一

覔
レ

語
」
に
「
如
レ

是

則
仏
法
世
法
、
真
諦
俗
諦
、
豈
有
二

両
途
一

」（
卍
続
蔵
一
二
一
・
二
六
三
ｃ
）
と
あ

る
。
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円
融
…
遍
く
ゆ
き
わ
た
る
。
な
だ
ら
か
で
滞
り
が
な
い
。
互
い
に
溶
け
合
っ
て
妨
げ

合
わ
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
も
の
が
そ
の
立
場
を
保
ち
な
が
ら
完
全
に
一
体
と
な
っ

て
い
る
さ
ま
。『
禅
林
僧
宝
伝
』
巻
一
五
「
法
華
挙
禅
師
」
の
章
に
「
又
謁
二

福
厳

承
禅
師
一。
承
問
、
作
麼
生
是
円
融
之
相
。
対
曰
、
木
人
嶺
上
休
相
覰
、
石
女
谿
辺

更
不
レ

迷
」（
卍
続
蔵
一
三
七
・
二
五
二
ｄ
）
と
あ
る
。

凡
情
聖
量
…
凡
情
と
聖
量
。
凡
情
は
凡
人
の
心
情
。
凡
夫
の
は
か
ら
い
。
凡
夫
の
情

識
分
別
。
分
別
心
。
聖
量
は
賢
聖
の
思
量
、
賢
位
や
聖
位
に
至
っ
た
人
の
思
い
。

凡
聖
の
情
量
と
解
す
れ
ば
、
凡
夫
と
聖
賢
を
情
識
（
分
別
心
）
で
推
し
量
ろ
う
と

す
る
こ
と
。『
嘉
泰
普
燈
録
』
巻
二
〇
「
通
州
狼
山
蘿
庵
慧
温
禅
師
」
の
章
に
「
釈

迦
老
子
、
四
十
九
年
、
坐
籌
幃
幄
。
弥
勒
大
士
、
九
十
一
劫
、
帯
水
拖
泥
。
凡
情

聖
量
、
不
レ

能
二

剗
除
一、
理
照
覚
知
、
猶
存
二

露
布
一

」（
卍
続
蔵
一
三
七
・
一
四
二
ａ
）

と
あ
る
。

一
味
真
…
一
味
真
実
、
一
味
真
心
の
略
。
一
味
は
海
水
の
す
べ
て
が
同
一
の
塩
味
で

あ
る
よ
う
に
、
平
等
に
し
て
差
別
の
な
い
こ
と
。『
虚
舟
和
尚
語
録
』「
平
江
府
承

天
能
仁
禅
寺
語
録
」
の
入
寺
法
語
に
「
此
香
、
枝
葉
全
無
、
一
味
真
実
。
覰
著
則

両
目
全
枯
、
嗅
著
則
打
二

出
鼻
孔
一

」（
卍
続
蔵
一
二
三
・
八
四
ａ
）
と
あ
る
。

維
摩
大
士
…
維
摩
は
『
維
摩
詰
所
説
経
』（
略
し
て
『
維
摩
経
』）
の
主
人
公
で
あ
る

居
士
の
維
摩
詰
の
こ
と
。
大
士
は
開
士
と
も
。
賢
者
。
す
ぐ
れ
た
人
。
菩
薩
の
こ

と
。
あ
る
い
は
在
家
の
菩
薩
を
い
う
。
維
摩V

im
ala-kīrti

ヴ
ィ
マ
ラ
・
キ
ー
ル

テ
ィ
は
、
音
写
が
毘
摩
羅
詰
・
維
摩
詰
。
漢
訳
は
浄
名
・
無
垢
称
。『
維
摩
詰
所

説
経
』
の
主
人
公
で
、
釈
迦
の
弟
子
た
ち
の
声
聞
（
小
乗
）
の
立
場
を
や
り
込
め

る
大
乗
の
在
俗
居
士
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。『
景
徳
伝
燈
録
』
巻
三
〇
「
銘
記

箴
歌
」
の
「
永
嘉
真
覚
大
師
証
道
歌
」
に
「
維
摩
大
士
頓
除
レ

疑
、
還
同
三

赫
日
銷
二

霜
雪
一。
不
思
議
解
脱
力
、
此
即
成
二

吾
善
知
識
一

」（
大
正
蔵
五
一
・
四
六
一
ａ
）
と

あ
る
。

神
通
妙
用
…
不
思
議
な
作
用
。
神
通
は
神
通
力
・
超
能
力
。
六
神
通
な
ど
。
一
般
の

人
の
能
力
を
超
え
た
不
可
思
議
で
自
在
な
威
力
。
超
人
的
な
は
た
ら
き
。
妙
用
は

絶
妙
の
機
用
、
す
ぐ
れ
た
は
た
ら
き
。
用
は
作
用
、
は
た
ら
き
。『
景
徳
伝
燈
録
』

巻
九
「
襄
州
居
士
龐
蘊
」
の
章
に
「
日
用
事
無
レ

別
、
唯
吾
自
偶
諧
、
頭
頭
非
二

取

捨
一、
処
処
勿
二

張
乖
一。
朱
紫
誰
為
レ

号
、
丘
山
絶
二

点
埃
一。
神
通
并
妙
用
、
運
レ

水
及

般
レ

柴
」（
大
正
蔵
五
一
・
二
六
三
ｂ
）
と
い
う
偈
頌
が
存
す
る
。

刹
塵
…
無
数
の
国
土
を
微
塵
と
し
た
ほ
ど
数
の
多
い
こ
と
。
無
数
の
国
土
。
無
数
の

意
。『
慧
林
禅
院
第
一
代
円
照
禅
師
別
録
』「
偈
頌
」
の
「
郭
氏
装
二

観
音
像
一、
求
二

師
為
一レ

讃
」
に
「
宝
陀
巌
上
吉
祥
人
、
妙
相
真
風
応
二

刹
塵
一、
慈
眼
普
観
二

三
界
内
一、

悲
心
広
済
勿
二

疎
親
一

」（
卍
続
蔵
一
二
六
・
二
六
二
ｃ
）
と
あ
る
。

千
妖
百
怪
…
千
百
の
妖
怪
。
多
く
の
も
の
の
怪
。
無
数
の
化
け
物
。
画
賛
の
原
本
が

書
か
れ
た
の
は
三
代
将
軍
足
利
義
満
の
治
世
、南
北
朝
末
期
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、

南
朝
方
や
実
弟
の
足
利
直
義
方
を
含
め
て
足
利
尊
氏
に
敵
対
し
た
諸
勢
力
を
総
称

し
た
言
い
方
で
あ
ろ
う
か
。『
松
源
和
尚
語
録
』
巻
上
「
無
為
軍
冶
父
山
実
際
禅

院
語
録
」
の
「
端
午
上
堂
」
に
「
今
朝
五
月
端
午
節
、
衲
僧
門
下
無
二

一
説
一。
千

妖
百
怪
自
潜
レ

蹤
、
万
里
長
天
一
条
鉄
」（
卍
続
蔵
一
二
一
・
二
九
〇
ｂ
）
と
あ
る
。

消
滅
…
消
え
失
せ
る
。と
り
わ
け
悪
い
こ
と
が
消
え
て
な
く
な
る
。『
破
菴
和
尚
語
録
』

「
臨
安
府
広
寿
慧
雲
禅
寺
語
録
」
の
「
上
堂
」
に
「
今
朝
五
月
端
午
節
、
千
妖
百

恠
尽
消
滅
。
艾
虎
桃
符
相
耳
語
、
揺
レ

頭
不
レ

肯
向
レ

人
説
」（
卍
続
蔵

一
二
一
・
四
一
八
ｄ
）
と
あ
る
。

只
見
…
只
だ
見
る
〜
な
る
を
。
た
だ
〜
の
み
を
見
る
。『
嘉
泰
普
燈
録
』
巻
二
六
「
道

場
正
堂
辯
禅
師
一
則
」
に
「
利
刀
割
レ

肉
瘡
猶
合
、
悪
語
傷
レ

人
恨
不
レ

消
。
只
見
二

国
清
才
子
貴
一、
那
知
二

家
富
小
児
驕
一

」（
卍
続
蔵
一
三
七
・
一
八
八
d
）
と
あ
る
。
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国
土
…
国
。
国
の
領
土
・
領
域
。
人
々
の
居
住
す
る
環
境
世
界
。
器
世
間
の
こ
と
。

こ
こ
で
は
広
く
は
全
世
界
を
指
し
、
狭
義
に
は
日
本
国
を
い
う
。
ま
た
仏
国
土
の

意
。『
景
徳
伝
燈
録
』
巻
二
五
「
天
台
山
徳
韶
国
師
」
の
章
に
「
幸
然
未
レ

会
、
且

莫
二

探
頭
一。
探
頭
即
不
レ

中
。
諸
上
座
相
共
照
明
、
令
二

法
久
住
一、
国
土
安
楽
」（
大

正
蔵
五
一
・
四
〇
八
ｂ
）
と
あ
る
。

号
令
…
指
図
す
る
。
命
令
す
る
。
大
声
を
出
し
て
命
令
す
る
。『
大
光
明
蔵
』巻
下「
汝

州
宝
応
顒
禅
師
」
の
章
に
「
宝
曇
曰
、君
子
抱
レ

孫
不
レ

抱
レ

子
。（
中
略
）
赤
肉
団
上
、

壁
立
千
仭
、
便
有
二

超
仏
越
祖
之
意
一。
作
家
不
二

啐
啄
一。
啐
啄
同
時
失
、
便
有
下

号
二

令
諸
方
一

之
旨
上

」（
卍
続
蔵
一
三
七
・
四
三
九
ｄ
）
と
あ
り
、『
仏
鑑
禅
師
語
録
』

巻
二
「
住
臨
安
府
径
山
興
聖
万
寿
禅
寺
語
録
」
の
「
掛
鐘
」
に
「
声
二

此
洪
鐘
一、一

新
号
令
、
有
二

四
願
言
一、
宜
レ

加
二

聳
聴
一

」（
卍
続
蔵
一
二
一
・
四
四
八
ｃ
）
と
あ
る
。

備
陽
…
備
前
福
岡
庄
、
現
在
の
岡
山
市
東
区
と
瀬
戸
内
市
長
船
町
福
岡
に
ま
た
が
る

地
域
を
指
す
。
福
山
藩
士
の
宮
原
直
倁
（
何
有
、
八
郎
右
衛
門
、
一
七
〇
二
─

一
七
七
六
）
が
記
し
た
福
山
市
指
定
重
要
文
化
財
『
備
陽
六
郡
志
』
四
四
巻
が
あ

り
、「
内
篇
」
一
四
巻
と
「
外
篇
」
一
五
巻
に
神
社
・
仏
閣
の
記
事
が
存
す
る
。

西
祖
寺
…
か
つ
て
備
前
上
道
郡
福
岡
庄
す
な
わ
ち
現
在
の
岡
山
市
東
区
西
祖
に
存
し

た
臨
済
宗
の
西
祖
禅
寺
の
こ
と
。
江
戸
後
期
に
は
す
で
に
廃
寺
と
な
っ
て
い
た
も

の
ら
し
く
、
備
前
岡
山
藩
で
寛
政
年
間
（
一
七
八
九
─
一
八
〇
一
）
に
編
纂
さ
れ

た
地
誌
『
吉
備
温
己
秘
録
』
巻
三
六
「
古
蹟
下
」
に
「
西
祖
寺
。
西
祖
村
。
慶
長

十
年
高
物
成
帳
迄
に
は
、
西
祖
寺
村
と
あ
り
」
と
し
て
「
西
祖
村
に
あ
り
し
寺
に

て
、
い
つ
廃
せ
し
や
不
審
。
禅
宗
と
見
へ
た
り
。
頂
山
和
尚
の
開
基
な
り
。
又
寂

室
和
尚
も
当
寺
に
居
た
る
と
見
へ
た
り
」（『
吉
備
群
書
集
成
』
第
七
輯
に
所
収
、

国
会
図
書
館
・
昭
和
六
年
）
と
あ
る
。『
永
源
寂
室
和
尚
語
録
』
巻
末
に
付
さ
れ

る
『
江
州
永
源
寺
開
山
円
応
禅
師
行
状
』
に
「
観
応
元
年
庚
寅
七
月
九
日
、
有
二

長
勝
寺
命
一、
不
レ

辞
焉
。
自
二

大
元
一

還
積
二

二
十
五
載
一、
在
二

備
作
際
一、
専
将
二

韜
晦

而
居
一

焉
。
其
地
曰
二

歌
島
一。
吉
備
安
田
椎
村
、
其
寺
院
乃
西
祖
・
明
禅
・
安
国
・

慈
広
菩
提
也
。
越
明
年
辛
卯
、
僑
二

居
摂
州
福
厳
寺
一。
又
応
二

道
友
招
一、
住
二

江
州

往
生
院
一

」（
大
正
蔵
八
一
・
一
三
四
ｃ
〜
一
三
五
ａ
、
続
群
類
九
下
・
五
八
八
ｂ
）

と
あ
る
か
ら
、
大
覚
派
の
寂
室
元
光
（
円
応
禅
師
、
一
二
九
〇
─
一
三
六
七
）
も

西
祖
寺
に
滞
在
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。『
永
源
寂
室
和
尚
語
録
』巻
上「
仏
祖
賛
」

に
「
頂
山
和
尚
」
の
祖
賛
（
大
正
蔵
八
一
・
一
一
四
ｃ
）
が
存
し
、
同
巻
下
「
小

仏
事
」
に
も
「
頂
山
和
尚
拈
香
」
と
題
し
た
一
周
忌
の
法
語
（
同
・
一
一
七
ｂ
〜

ｃ
）
と
「
西
祖
頂
山
和
尚
」
と
題
し
た
秉
炬
仏
事
の
法
語
（
同
・
一
一
九
ｃ
）
と

「
頂
山
和
尚
入
塔
」
と
題
し
た
墓
塔
納
骨
の
法
語
（
同
・
一
二
〇
ｂ
〜
ｃ
）
が
存

す
る
か
ら
、
西
祖
寺
の
開
山
が
道
号
を
頂
山
と
称
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
頂

山
は
元
光
と
親
し
い
交
友
を
な
し
て
い
た
も
の
ら
し
く
、
元
光
は
頂
山
の
遷
化
お

よ
び
一
周
忌
や
納
骨
な
ど
に
親
し
く
西
祖
寺
で
仏
事
を
執
行
し
て
い
る
。
一
方
、

鳥
取
県
東
伯
郡
琴
浦
町
竹
内
の
智
積
寺
（
天
台
宗
）
に
は
貞
和
三
年
（
一
三
四
七
）

六
月
の
銘
が
刻
ま
れ
た
梵
鐘
が
存
し
、
西
祖
禅
寺
の
住
持
金
居
か
ら
寄
贈
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
鳥
取
県
立
公
文
書
館
・
県
史
編
さ
ん
室
編

『
新
鳥
取
県
史
〈
資
料
編
・
古
代
中
世
２
古
記
録
編
〉』「
金
工
品
」
に
は
「
智
積

寺
鐘
銘
（
琴
浦
町
）」
と
し
て
「（
一
区
）
備
前
福
岡
庄
（
二
区
）
貞
和
三
禩
歳
次

丁
亥
六
月
十
三
日
誌
之
。
西
祖
禅
寺
住
持
金
居
」（
一
五
三
頁
上
段
）
と
載
せ
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
本
史
料
の
足
利
尊
氏
画
像
賛
の
内
容
を
加
え
る
と
、
西
祖

寺
の
住
持
と
し
て
頂
山
・
金
居
・
月
洲
の
三
禅
者
の
存
在
が
知
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
、
先
の
「
頂
山
和
尚
拈
香
」
に
は
頂
山
の
入
室
の
弟
子
と
し
て
西
祖
寺
二
世
と

な
っ
た
と
見
ら
れ
る
感
鼎
と
い
う
禅
者
の
名
も
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
玉
村
竹

二
『
五
山
禅
林
宗
派
図
』（
昭
和
六
〇
年
一
二
月
、
思
文
閣
出
版
刊
）
に
よ
る
と
、
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大
覚
派
の
葦
航
道
然
（
大
興
禅
師
、
一
二
一
九
─
一
三
〇
一
）
の
法
嗣
の
ひ
と
り

に
「
頂
山
□
居
」
と
い
う
禅
者
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
「
頂
山
和
尚
」「
西

祖
禅
寺
住
持
金
居
」「
頂
山
□
居
」
を
当
て
嵌
め
る
と
、
道
号
を
頂
山
、
法
諱
を

金
居
と
称
し
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
こ
の
頂
山
金
居
こ
そ
備
前
西
祖
寺
の
開
山
で

あ
っ
た
事
実
が
判
明
す
る
。し
か
も
西
祖
寺
の
開
山
が
頂
山
金
居
で
あ
っ
た
ほ
か
、

備
前
の
地
の
安
国
寺
開
山
が
霊
叟
太
古
で
あ
り
、
利
生
塔
の
存
し
た
吉
祥
寺
開
山

が
桑
田
道
海
（
智
覚
禅
師
、
？
─
一
三
〇
九
）
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
近
江
（
滋
賀

県
）
永
源
寺
の
開
山
で
備
中
安
国
寺
の
開
山
で
も
あ
る
寂
室
元
光
と
、
鎌
倉
建
長

寺
の
住
持
と
し
て
本
肖
像
画
讃
を
揮
毫
し
た
伯
英
悳
儁
を
含
め
て
、
い
ず
れ
も
大

覚
派
祖
の
蘭
渓
道
隆
の
門
流
大
覚
派
に
属
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
ら
大

覚
派
の
禅
者
た
ち
の
関
連
系
図
を
示
す
な
ら
ば
、
本
文
中
に
載
せ
た
法
系
譜
の
ご

と
く
な
ろ
う
。

月
洲
和
尚
…
大
覚
派
の
伯
英
悳
儁
と
同
世
代
の
備
前
西
祖
寺
の
住
職
で
あ
り
、
悳
儁

に
原
本
「
足
利
尊
氏
肖
像
画
」
の
讃
語
を
依
頼
し
た
禅
者
で
あ
る
。
月
洲
は
道
号
。

法
諱
は
未
詳
。
伯
英
悳
儁
が
活
躍
し
て
い
た
十
四
世
紀
末
頃
に
月
洲
の
道
号
を
持

つ
禅
者
と
し
て
は
、
破
庵
祖
先
─
無
準
師
範
─
東
福
円
爾
─
白
雲
慧
暁
─
虚
室
希

白
─
春
山
守
元
─
月
洲
啓
運
と
嗣
承
す
る
破
庵
派
（
聖
一
派
）
の
月
洲
啓
運
が
お

り
、
松
源
崇
嶽
─
無
得
覚
通
─
虚
舟
普
度
─
虎
巌
浄
伏
─
即
休
契
了
─
愚
中
周
及

─
宗
綱
慧
統
─
月
洲
祖
心
と
嗣
承
す
る
松
源
派
（
愚
中
派
）
の
月
洲
祖
心
も
存
し

て
い
る
。
関
連
史
料
が
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
西
祖
寺
の
月
洲

が
具
体
的
に
誰
を
指
す
の
か
確
定
し
得
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
西
祖
寺
が
大
覚

派
の
頂
山
金
居
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
月
洲
和
尚
も
金
居
の
法

嗣
か
法
孫
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
一
に
金
居
の
入
室
の
真
子
で
あ
る
感
鼎
と

い
う
禅
者
が
後
席
を
継
い
で
西
祖
寺
第
二
世
に
住
し
、
大
覚
派
の
寂
室
元
光
に
金

居
の
小
祥
忌
（
一
周
忌
）
の
小
仏
事
を
依
頼
し
て
お
り
、
こ
の
感
鼎
が
月
洲
和
尚

で
は
な
い
か
と
も
推
測
さ
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
讃
を
依
頼
し
た
月
洲
と
い
う

禅
者
の
詳
し
い
事
跡
が
全
く
辿
れ
な
い
の
が
惜
し
ま
れ
る
。
月
洲
は
自
ら
足
利
尊

氏
肖
像
画
を
携
帯
所
持
し
て
備
前
西
祖
寺
か
ら
鎌
倉
建
長
寺
へ
と
赴
き
、
建
長
寺

現
住
で
あ
っ
た
悳
儁
に
讃
語
を
依
頼
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
月
洲
と
足
利
尊
氏

と
の
関
わ
り
は
何
ら
定
か
で
な
い
が
、
あ
る
い
は
月
洲
は
尊
氏
の
実
子
か
親
近
の

縁
者
で
あ
っ
た
可
能
性
も
存
し
よ
う
か
。

長
寿
寺
殿
…
室
町
幕
府
初
代
将
軍
の
足
利
尊
氏
（
高
氏
、
一
三
〇
五
─
一
三
五
八
）

の
法
号
。
等
持
院
殿
仁
山
妙
義
大
居
士
と
も
。
京
都
で
は
等
持
院
殿
、
関
東
（
鎌

倉
）
で
は
長
寿
寺
殿
。
足
利
尊
氏
の
墓
所
は
京
都
市
北
区
の
萬
年
山
等
持
院
と
鎌

倉
市
山
ノ
内
の
宝
亀
山
長
寿
寺
に
存
す
る
。
大
慧
派
の
中
巌
円
月
（
仏
種
慧
済
禅

師
、
一
三
〇
〇
─
一
三
七
五
）
の
『
東
海
一
漚
別
集
』「
拈
香
」
の
「
長
寿
寺
殿

忌
日
拈
香
」
に
「
大
日
本
国
平
安
城
檀
林
禅
寺
住
持
比
丘
尼
某
甲
、
伏
値
二

故
大

檀
那
長
寿
寺
殿
最
初
月
忌
之
辰
一、
送
二

浄
財
一、
入
二

在
城
等
持
禅
寺
一、
斎
二

現
前
清

衆
一、
借
二

手
於
山
野
一、
焼
二

此
宝
香
一。（
中
略
）
恭
惟
、
長
寿
寺
殿
、
天
生
廓
恢
、

人
服
雅
量
、
創
レ

業
垂
レ

統
、
陰
隲
二

子
孫
一。（
中
略
）
畢
竟
如
何
是
長
寿
寺
殿
真
実

行
履
処
」（
五
山
新
集
四
・
五
三
四
頁
）
と
あ
り
、『
中
岩
月
和
尚
自
歴
譜
』「
延
文

四
年
己
亥
」
の
項
に
も
「
出
レ

京
、
官
使
留
在
二

等
持
寺
一

結
夏
、
為
下

追
二

修
長
寿
寺

殿
一

小
祥
忌
上

」（
五
山
新
集
四
・
六
二
六
頁
）
と
あ
る
。

長
寿
寺
…
山
号
は
宝
亀
山
。
鎌
倉
市
山
ノ
内
亀
ケ
谷
坂
（
国
史
跡
）
北
口
の
険
要
の

地
に
あ
る
。
開
山
は
建
長
寺
三
八
世
と
な
っ
た
幻
住
派
の
古
先
印
元
（
正
宗
広
智

禅
師
、一
二
九
五
─
一
三
七
四
）
で
あ
り
、生
前
の
足
利
尊
氏
と
は
親
交
が
深
か
っ

た
。
印
元
は
薩
摩
（
鹿
児
島
県
）
の
藤
氏
の
出
身
で
、
幼
く
し
て
鎌
倉
に
到
っ
て

大
覚
派
の
桃
渓
徳
悟
（
広
覚
禅
師
、
一
二
四
〇
─
一
三
〇
六
）
に
就
い
て
得
度
し
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た
後
、
入
元
し
て
幻
住
派
祖
の
中
峰
明
本
（
幻
住
老
人
、
普
応
国
師
、
一
二
六
三

─
一
三
二
三
）
の
法
を
嗣
い
で
い
る
。『
長
寿
寺
文
書
』
に
よ
る
と
、
建
武
三
年

（
一
三
三
六
）
八
月
二
九
日
に
す
で
に
長
寿
寺
が
相
模
（
神
奈
川
県
）
の
諸
山
に

列
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
尊
氏
自
身
が
生
前
に
開
創
し
て
印
元
を
開
山
に
拝
請
し

た
も
の
ら
し
い
。「
古
先
和
尚
行
状
」
に
「
六
十
四
歳
、
左
武
衛
将
軍
、
建
二

長
寿

寺
一、
命
レ

師
為
二

開
山
祖
師
一。（
中
略
）
師
晩
年
養
二

老
於
長
寿
一、
而
不
レ

倦
二

来
徒
一

接

化
、
貴
官
頂
謁
、
以
レ

寛
撫
レ

物
、
以
レ

恵
救
レ

孤
」（
続
群
類
九
下
・
六
〇
九
ａ
）

と
あ
り
、
左
武
衛
将
軍
（
左
兵
衛
督
）
で
鎌
倉
公
方
の
足
利
基
氏
（
入
間
川
殿
、

一
三
四
〇
─
一
三
六
七
）
が
尊
氏
の
逝
去
し
た
北
朝
の
延
文
三
年
（
一
三
五
八
）

に
改
め
て
六
四
歳
の
印
元
を
長
寿
寺
開
山
に
拝
請
し
た
と
解
さ
れ
る
。
建
長
寺

三
八
世
を
退
い
て
後
、
印
元
は
長
寿
寺
に
閑
居
し
て
老
い
を
養
っ
た
と
さ
れ
る
。

境
内
に
は
尊
氏
の
遺
髪
を
納
め
た
と
さ
れ
る
五
輪
塔
が
存
す
る
。
本
尊
は
観
音
菩

薩
。
足
利
尊
氏
と
古
先
印
元
の
木
造
坐
像
も
安
置
さ
れ
て
い
る
。
平
成
一
八
年

（
二
〇
〇
六
）
に
本
堂
を
改
築
し
た
。
鎌
倉
建
長
寺
に
は
『
長
寿
寺
略
記
』
一
巻

と
『
長
寿
寺
殿
伝
記
』
一
巻
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

尊
真
…
尊
い
真
影
。
こ
こ
で
は
月
洲
が
絵
師
に
描
か
せ
た
足
利
尊
氏
の
肖
像
画
を
い

う
。
お
そ
ら
く
足
利
尊
氏
生
前
の
肖
像
画
な
ど
を
も
と
に
模
写
し
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
新
出
「
足
利
尊
氏
肖
像
画
」
に
は
「
天
神
像
」
と
題
す
る
附
帯
文
書
が
存
し
、

画
讃
の
内
容
に
返
り
点
と
ル
ビ
が
付
さ
れ
て
い
る
。
い
つ
書
か
れ
た
も
の
か
は
明

確
で
な
い
が
、
か
な
り
正
確
に
読
み
熟
し
て
お
り
、
こ
の
附
帯
文
書
の
撰
者
は
画

像
讃
の
内
容
を
十
分
に
理
解
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。
天
神
像
で
な
い
こ
と
も
承

知
の
上
で
、
あ
え
て
「
天
神
像
」
と
表
題
を
付
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く

足
利
氏
の
権
威
が
失
墜
し
た
江
戸
初
中
期
の
頃
に
足
利
尊
氏
の
尊
像
で
あ
る
こ
と

を
人
目
か
ら
隠
す
目
的
で
「
天
神
像
」
と
書
き
残
し
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

足
利
尊
氏
を
描
い
た
中
世
の
肖
像
画
と
し
て
は
、
ほ
か
に
広
島
県
尾
道
市
東
久
保

町
の
転
法
輪
山
大
乗
院
浄
土
寺
（
真
言
宗
泉
涌
寺
派
）
に
尾
道
市
重
要
文
化
財
の

絹
本
著
色
「
足
利
尊
氏
将
軍
画
像
」
一
幅
が
存
し
、
こ
の
寺
に
は
備
後
国
の
利
生

塔
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
大
分
県
国
東
市
国
東
町
の
太
陽
山
安
国
寺
（
妙
心

寺
派
）
に
は
束
帯
姿
の
「
木
造
足
利
尊
氏
坐
像
」
一
躯
が
存
し
、
国
の
重
要
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
豊
後
安
国
寺
の
尊
氏
木
造
坐
像
は
も
と
京
都
山
科

の
地
蔵
寺
の
所
蔵
で
あ
っ
た
が
、
地
蔵
寺
の
廃
寺
に
伴
っ
て
豊
後
安
国
寺
に
移
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。

請
讃
…
讃
を
請
う
。
請
賛
と
も
。
頂
相
（
肖
像
画
）
や
仏
祖
図
・
山
水
図
な
ど
に
讃

語
（
賛
語
）
を
依
頼
す
る
。
例
え
ば
『
円
悟
仏
果
禅
師
語
録
』
巻
二
〇
「
真
讃
」

に
「
丹
霞
仏
智
裕
長
老
請
レ

讃
」「
華
蔵
民
長
老
請
レ

讃
」（
大
正
蔵
四
七
・
八
〇
七

ｂ
〜
ｃ
）
な
ど
が
存
す
る
。

老
拙
…
老
僧
・
拙
僧
に
同
じ
。
禅
僧
の
自
称
。
わ
た
し
。『
仏
鑑
禅
師
語
録
』巻
三「
仏

鑑
禅
師
法
語
」
の
「
示
二

受
業
覚
上
人
一

」
に
「
老
拙
自
レ

幼
出
家
、
十
八
上
行
脚
、

到
処
横
草
不
レ

拈
、
豎
草
不
レ

把
、
如
今
五
十
三
也
」（
卍
続
蔵
一
二
一
・
四
六
〇
ｃ
）

と
あ
り
、『
無
門
開
和
尚
語
録
』「
小
参
」
に
も
「
師
云
、
老
拙
亦
有
二

一
偈
一、
挙
二

似
諸
人
一

」（
卍
続
蔵
一
二
〇
・
二
六
一
ａ
）
と
あ
る
。

本
寺
…
そ
の
寺
。
末
寺
に
対
す
る
本
寺
の
意
味
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
備
前
西
祖
寺

の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。『
勅
修
百
丈
清
規
』
巻
三
「
退
院
」
に
「
若
留
二

本
寺
一

居
二

東
堂
一、
相
断
住
持
者
、
須
レ

当
二

尽
レ

礼
温
存
一

」（
大
正
蔵
四
八
・
一
一
二
七
ａ
）

と
あ
る
。

供
養
…
供
え
差
し
向
け
る
。
も
の
を
供
え
め
ぐ
ら
す
。
諸
々
の
も
の
を
供
え
て
回
向

す
る
。『
師
子
林
天
如
和
尚
語
録
』
巻
一
「
普
説
」
の
「
冬
至
節
覚
義
上
人
集
二

諸

禅
友
一

請
二

普
説
一

」
に
「
如
今
、
在
二

師
子
林
中
一

合
為
二

諸
人
一

別
作
二

供
養
一。
諸
人



足
利
尊
氏
肖
像
画
と
伯
英
悳
儁
（
佐
藤
）

九
三

九
三
頁

［
四
校
］　
駒
澤
大
學
　
佛
教
學
部
論
集
　
第
52
號

既
識
二

師
子
林
一、
還
識
二

老
僧
一

麼
」（
卍
続
蔵
一
二
二
・
四
一
三
ｂ
）
と
あ
る
。

龍
集
…
歳
次
と
同
じ
。
龍
は
木
星
（
太
歳
）
の
こ
と
、
集
は
星
の
宿
り
。
木
星
が
一

年
に
天
空
を
一
次
だ
け
移
り
、
も
と
の
宿
り
に
戻
る
こ
と
か
ら
、
一
年
を
龍
集
と

い
い
、
紀
年
の
語
に
用
い
る
。『
楚
石
禅
師
語
録
』
巻
二
〇
「
襍
著
」
の
「
大
悲

像
記
」
に
「
龍
集
己
丑
至
正
九
年
春
、
住
持
梵
琦
撰
」（
卍
続
蔵
一
二
四
・
一
四
五

ａ
）
と
あ
る
。『
禅
林
墨
蹟
拾
遺
〈
日
本
篇
〉』
の
伯
英
悳
儁
「
165
南
渓
雅
号
偈
」

に
お
い
て
も
「
応
永
龍
集
壬
午
仲
秋
上
澣
」
と
記
し
、
や
は
り
龍
集
の
語
を
用
い

て
い
る
。

康
応
丁
卯
之
秋
…
康
応
年
間
（
一
三
八
九
─
一
三
九
〇
）
は
南
北
朝
合
一
直
前
の
北

朝
年
号
。
嘉
慶
三
年
（
一
三
八
九
）
己
巳
二
月
九
日
に
康
応
と
改
元
し
た
が
、
僅

か
一
年
後
の
康
応
二
年
（
一
三
九
〇
）
庚
午
三
月
二
六
日
に
明
徳
と
改
元
し
て
い

る
。
康
応
年
間
に
は
丁
卯
の
歳
は
存
し
て
お
ら
ず
、
嘉
慶
元
年
（
一
三
八
七
）
が

丁
卯
の
歳
に
当
た
る
が
、
こ
の
歳
は
至
徳
四
年
八
月
二
三
日
に
嘉
慶
と
改
元
さ
れ

て
い
る
か
ら
、
そ
れ
以
降
の
秋
に
揮
毫
さ
れ
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

お
そ
ら
く
原
本
に
は
単
に
「
丁
卯
之
秋
」
と
の
み
記
さ
れ
て
い
た
も
の
を
、
複
写

頂
相
を
作
成
す
る
段
階
で
至
徳
や
嘉
慶
の
年
号
を
用
い
ず
、
康
応
の
年
号
を
遡
ら

せ
て
表
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
嘉
慶
元
年
丁
卯
の
秋
で
あ
れ
ば
、
尊
氏
が
没

し
て
三
十
回
忌
に
肖
像
画
と
讃
が
作
製
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
一
方
、
康
応
の
秋

で
あ
れ
ば
、
康
応
元
年
（
一
三
八
九
）
の
秋
が
該
当
し
、
翌
年
に
三
十
三
回
忌
を

目
前
に
し
て
尊
氏
の
肖
像
画
と
讃
が
作
製
さ
れ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
ち
な
み
に
本

肖
像
画
に
は
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
に
記
さ
れ
た
付
帯
文
書
一
紙
が
存
し
て
お

り
、
そ
こ
に
「
康
応
、
後
小
松
院
御
宇
。
丁
卯
ニ
当
嘉
慶
元
年
也
。
一
、
康
応
元

年
ナ
レ
ハ
、
己
巳
ノ
年
ニ
当
リ
シ
。
嘉
慶
元
年
ヨ
リ
天
和
二
壬
戌
年
迄
、

二
百
九
十
七
年
ニ
成
ル
也
。
一
、
康
応
ノ
年
号
ヨ
リ
考
ス
、
天
和
二
壬
戌
年
迄
、

二
百
九
十
五
年
ニ
成
ル
也
。
康
応
ノ
年
号
ハ
一
年
也
。
一
、
年
号
ト
エ
ト
ト
相
違

故
、
如
此
ニ
候
。
年
号
ハ
能
ク
エ
ト
違
申
ス
、
如
何
被
存
候
。
能
々
御
考
可
被
成

候
。
已
上
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

逢
春
…
春
に
逢
う
。
春
に
出
会
う
。
北
宋
代
に
蘇
鱗（
生
没
年
未
詳
）が
范
仲
淹（
字

は
希
文
、
諡
は
文
正
、
九
八
九
─
一
〇
五
二
）
に
献
じ
た
「
断
句
」
の
詩
に
「
近
レ

水
楼
臺
先
得
レ

月
、
向
レ

陽
花
木
早
逢
レ

春
」
と
あ
る
語
句
に
基
づ
く
。
兪
文
豹
（
字

は
文
蔚
）
の
『
清
夜
録
』
な
ど
に
載
る
。
水
辺
の
楼
台
で
は
真
っ
先
に
月
が
映
じ
、

日
の
光
に
面
し
た
花
木
に
は
早
々
と
春
が
訪
れ
る
。『
兀
菴
和
尚
語
録
』
巻
中
「
住

巨
福
山
建
長
興
国
禅
寺
語
録
」
の
「
陞
座
祝
聖
」
に
「
進
云
、
茲
辰
国
公
殿
親
臨

拱
聴
二

法
要
一、
必
竟
如
何
指
示
。
師
云
、
近
レ

水
楼
臺
先
得
レ

月
、
向
レ

陽
花
木
早
逢
レ

春
」（
卍
続
蔵
一
二
三
・
八
ｄ
）
と
あ
り
、『
古
林
和
尚
語
録
』
巻
一
「
再
住
開
元

禅
寺
語
録
」
の
「
歳
旦
上
堂
」
に
も
「
元
正
啓
祚
、
万
物
咸
新
。
近
レ

水
楼
臺
先

得
レ

月
、向
レ

陽
花
木
早
逢
レ

春
」（
卍
続
蔵
一
二
三
・
二
一
三
ｂ
）
と
あ
っ
て
、「
得
月
」

と
「
逢
春
」
が
対
で
示
さ
れ
て
い
る
。

逢
春
閣
…
北
朝
の
貞
治
三
年
（
一
三
六
四
）
に
鎌
倉
建
長
寺
に
創
建
さ
れ
た
中
国
風

の
二
階
楼
閣
客
殿
。
五
〇
年
後
の
応
永
二
一
年
（
一
四
一
四
）
に
火
災
で
焼
失
し

た
と
さ
れ
る
。『
扶
桑
五
山
記
』
三
「
建
長
寺
境
致
」
に
「
嵩
山
、
祖
塔
之
門
。

得
月
楼
・
逢
春
閣
・
龍
王
殿
、
方
丈
之
後
」
と
あ
り
、『
和
漢
禅
刹
次
第
』「
相
陽

巨
福
山
建
長
興
国
禅
寺
」
の
「
境
致
」
に
も
「
嵩
山
・
得
月
楼
・
逢
春
閣
・
龍
王

殿
、
方
丈
之
後
」
と
記
さ
れ
る
。「
仏
観
禅
師
行
状
」
に
「
受
二

枢
府
鈞
命
一、
赴
二

相
陽
建
長
寺
一。（
中
略
）
到
二

師
開
堂
日
一、衆
議
氷
消
、持
以
送
レ

之
。
師
掛
レ

之
説
法
。

此
日
台
旆
入
レ

山
、
欹
官
聴
。
本
未
レ

有
二

丈
室
一

再
興
、
便
施
二

荘
田
一、
為
レ

之
建
立
。

今
造
功
已
畢
。
得
月
楼
、
逢
春
閣
、
翼
然
聳
レ

空
」（
続
群
類
九
下
・
五
九
七
ｂ
〜

五
九
八
ａ
）
と
あ
る
か
ら
、
夢
窓
派
の
青
山
慈
永
（
士
永
、
仏
観
禅
師
、
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一
三
〇
二
─
一
三
六
九
）
が
建
長
寺
に
住
持
し
た
際
、
得
月
楼
と
と
も
に
逢
春
閣

を
建
立
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。建
長
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
創
建
時
の
伽
藍
古
図「
元

弘
の
指
図
」
に
は
逢
春
閣
は
描
か
れ
て
い
な
い
が
、
慈
永
が
再
興
し
た
方
丈
の
右

上
に
逢
春
閣
が
加
わ
る
。
中
国
の
園
林
を
日
本
的
に
換
骨
奪
胎
し
た
瀟
洒
な
景
観

で
あ
っ
た
ら
し
い
。
石
原
彩
子
「
鎌
倉
地
方
の
史
的
庭
園
に
お
け
る
築
造
技
術
に

関
す
る
研
究
─
建
長
寺
方
丈
庭
園
の
変
遷
に
つ
い
て
─
」（『
土
木
史
研
究
』
第

二
〇
号
、二
〇
〇
〇
年
）や
鈴
木
亘「
中
世
に
お
け
る
建
長
寺
方
丈
に
つ
い
て
」（『
建

築
史
学
』
第
五
二
号
、
二
〇
〇
九
年
三
月
）
を
参
照
。

建
長
…
相
模
（
神
奈
川
県
）
鎌
倉
山
之
内
（
鎌
倉
市
山
ノ
内
）
に
存
す
る
巨
福
山
建

長
興
国
禅
寺
の
こ
と
。
鎌
倉
五
山
の
第
一
位
。
建
長
元
年
（
一
二
四
九
）
に
執
権

北
条
時
頼
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
、
大
覚
派
の
蘭
渓
道
隆
（
大
覚
禅
師
）
を
開
山
と

す
る
。
兀
庵
普
寧
・
大
休
正
念
・
無
学
祖
元
・
一
山
一
寧
・
西
澗
子
曇
・
東
明
慧

日
な
ど
著
名
な
渡
来
僧
が
相
次
い
で
住
持
し
、
鎌
倉
禅
の
発
展
に
大
き
な
貢
献
を

果
た
し
た
。
六
条
有
房
（
法
名
は
有
真
、
一
二
五
一
─
一
三
一
九
）
の
作
と
さ
れ

る
『
野
守
鏡
』
に
「
禅
宗
の
諸
国
に
流
布
す
る
こ
と
は
、
関
東
に
建
長
寺
を
建
て

ら
れ
し
ゆ
へ
也
」
と
あ
り
、
聖
一
派
の
無
住
道
暁
（
一
円
房
、
一
二
二
六
─

一
三
一
二
）
の
『
雑
談
集
』
に
も
「
こ
と
に
隆
老
、
唐
僧
に
て
、
建
長
寺
、
宋
朝

の
如
く
作
法
行
は
れ
し
よ
り
後
、
天
下
に
禅
院
の
作
法
、
流
布
せ
り
」
と
記
さ
れ
、

蘭
渓
道
隆
に
よ
っ
て
本
格
的
な
宋
朝
禅
の
規
矩
が
建
長
寺
に
導
入
さ
れ
た
。
永
仁

元
年
（
一
二
九
三
）
に
震
災
で
伽
藍
が
焼
失
し
た
が
、
正
安
二
年
（
一
三
〇
〇
）

に
再
建
さ
れ
て
い
る
。『
扶
桑
五
山
記
』
三
「
建
長
寺
住
持
位
次
」
に
は
「
五
十
九
、

伯
英
禾
上
、
諱
徳
俊
。
嗣
二

了
堂
一

」
と
あ
る
。
悳
儁
が
建
長
寺
に
住
持
し
て
い
た

と
き
、
幻
住
派
の
南
英
周
宗
（
懶
雲
、
一
三
六
三
─
一
四
三
八
）
が
蔵
主
を
務
め

て
い
る
。

住
山
比
丘
…
住
山
は
山
に
住
す
る
こ
と
、
住
持
・
住
職
の
意
。
比
丘
は
ビ
ク
シ
ュ

bhiks

4u

の
音
写
。
乞
食
者
。
修
行
者
。
出
家
受
戒
し
た
男
子
。『
如
浄
和
尚
語
録
』

巻
末
「
後
序
」
に
「
紹
定
戊
子
中
秋
、
天
衣
住
山
比
丘
文
蔚
謹
跋
」（
大
正
蔵

四
八
・
一
三
三
ａ
）
と
あ
り
、『
月
江
和
尚
語
録
』
巻
上
「
育
王
月
江
和
尚
語
録
叙
」

に
も
「
至
元
六
年
庚
辰
歳
三
月
、
龍
翔
住
山
比
丘
大
訢
拝
書
」（
卍
続
蔵

一
二
三
・
一
〇
九
ｂ
）
と
あ
る
。

悳
儁
…
臨
済
宗
大
覚
派
の
伯
英
悳
儁
（
青
丘
遺
老
、
？
─
一
四
〇
三
）
の
こ
と
。
法

諱
は
徳
儁
・
徳
俊
と
も
。
武
蔵
の
人
。
俗
姓
は
未
詳
。
久
し
く
鎌
倉
建
長
寺
で
大

覚
派
の
了
堂
素
安
（
本
覚
禅
師
、
一
二
九
二
─
一
三
六
〇
）
の
も
と
に
参
学
し
て

お
り
、
蘭
渓
道
隆
─
同
源
道
本
─
了
堂
素
安
─
伯
英
悳
儁
と
い
う
系
譜
を
嗣
承
し

て
い
る
。
貞
治
年
間
（
一
三
六
二
─
一
三
六
七
）
に
同
門
の
大
年
祥
登
（
？
─

一
四
〇
八
）
と
と
も
に
元
代
最
末
期
に
入
元
す
る
。
明
州
（
浙
江
省
）
鄞
県
の
天

童
山
景
徳
寺
に
上
っ
て
松
源
派
の
了
堂
唯
一
（
惟
一
と
も
、
芥
室
）
の
も
と
に
投

じ
、
会
下
で
蔵
主
の
要
職
を
務
め
る
。
永
和
二
年
（
一
三
七
六
）
に
祥
登
と
と
も

に
明
国
か
ら
帰
国
し
、
建
長
寺
に
戻
っ
て
前
堂
首
座
ま
で
勤
め
、
蘭
渓
道
隆
を
祀

る
西
来
庵
の
塔
主
と
な
る
。
鎌
倉
浄
妙
寺
に
出
世
開
堂
し
、
円
覚
寺
五
〇
世
や
建

長
寺
六
〇
世
を
経
て
京
都
天
龍
寺
二
六
世
に
遷
住
し
、
応
永
二
年
（
一
三
九
五
）

冬
に
南
禅
寺
五
三
世
に
陞
住
す
る
。
応
永
四
年
に
南
禅
寺
住
持
を
退
い
て
寺
内
に

大
寧
院
を
構
え
る
。
応
永
一
〇
年
（
一
四
〇
三
）
八
月
一
二
日
に
示
寂
。
南
禅
寺

山
内
の
大
寧
院
に
塔
す
る
。
遺
偈
は
「
生
死
涅
槃
、
全
不
二

相
干
一、
須
彌

跳
、

虚
空
展
レ

顔
」
と
い
う
。
ち
な
み
に
鎌
倉
建
長
寺
の
西
外
門
の
華
蔵
院
も
悳
儁
の

塔
所
で
あ
る
。
悳
儁
に
は
『
伯
英
儁
禅
師
疏
』（『
萬
松
稿
』
と
も
）
の
ほ
か
、『
建

長
寺
円
鑑
図
紀
実
』
が
伝
え
ら
れ
る
。
円
覚
寺
に
移
さ
れ
て
い
た
蘭
渓
道
隆
ゆ
か

り
の
円
鑑
を
建
長
寺
に
持
ち
帰
っ
た
顛
末
を
書
き
残
し
て
い
る
。
悳
儁
の
法
を
嗣
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い
だ
高
弟
に
は
士
峰
元
壮
（
大
江
）・
無
為
祥
学
ら
が
存
す
る
。『
延
宝
伝
燈
録
』

巻
一
七
「
京
兆
南
禅
伯
英
徳
俊
禅
師
」
の
章
や
『
本
朝
高
僧
伝
』
巻
三
六
「
京
兆

南
禅
寺
沙
門
徳
俊
伝
」
に
伝
が
存
す
る
。
た
だ
し
、
新
出
「
足
利
尊
氏
肖
像
画
」

の
讃
は
悳
儁
の
他
の
古
文
書
の
筆
跡
か
ら
見
て
自
筆
と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
さ

れ
、
十
四
世
紀
末
に
悳
儁
が
実
際
に
讃
し
た
原
本
「
足
利
尊
氏
肖
像
画
」
を
十
五

世
紀
半
ば
頃
に
至
っ
て
複
写
し
た
も
の
が
新
出
「
足
利
尊
氏
肖
像
画
」
と
そ
の
讃

語
と
見
ら
れ
て
い
る
。
京
都
市
西
京
区
大
原
野
上
里
南
ノ
町
の
瑞
光
山
喜
春
庵
は

南
禅
寺
五
三
世
の
伯
英
徳
俊
（
悳
儁
）
を
開
山
と
し
、
応
仁
二
年
（
一
四
六
八
）

に
性
庵
□
稟
に
よ
り
創
建
さ
れ
て
い
る
。
鎌
倉
国
宝
館
に
は
室
町
時
代
作
の
伝
伯

英
徳
俊
（
悳
儁
）
木
造
坐
像
一
躯
（
平
常
展
示
）
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
田
山
方

南
編
『
禅
林
墨
蹟
拾
遺
〈
日
本
篇
〉』
に
「
165
南
渓
雅
号
偈
」
と
し
て
悳
儁
の
墨

蹟
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
も
「
前
南
禅
伯
英
叟
悳
儁
」
と
し
て
徳
俊
で
は

な
く
悳
儁
の
法
諱
を
用
い
て
い
る
。
た
だ
し
、
新
出
「
足
利
尊
氏
肖
像
画
」
の
讃

語
と
は
明
ら
か
に
筆
蹟
が
違
っ
て
お
り
、
新
出
「
足
利
尊
氏
肖
像
画
」
は
原
本
で

は
な
く
複
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。ち
な
み
に
伯
英
悳
儁（
徳

俊
）
と
似
た
名
前
の
禅
者
に
曹
洞
宗
通
幻
派
の
英
仲
法
俊
（
一
三
四
〇
─

一
四
一
六
）
が
存
し
て
い
る
。『
続
扶
桑
禅
林
僧
宝
伝
』
巻
三
「
永
谷
英
仲
俊
禅

師
伝
」
や
『
延
宝
伝
燈
録
』
巻
八
「
丹
州
永
谷
山
円
通
寺
英
仲
法
俊
禅
師
」
の
章
、

『
本
朝
高
僧
伝
』
巻
三
九
「
丹
州
永
谷
山
円
通
寺
沙
門
法
俊
伝
」
な
ど
に
よ
れ
ば
、

法
俊
は
足
利
尊
氏
の
季
子
と
し
て
暦
応
三
年
（
一
三
四
〇
）
五
月
二
一
日
に
生
ま

れ
、
幼
く
し
て
京
都
天
龍
寺
の
夢
窓
疎
石
の
も
と
に
投
じ
て
童
行
（
童
子
行
者
）

と
な
っ
て
い
る
。
疎
石
の
示
寂
に
伴
っ
て
京
都
五
山
を
離
れ
、
や
が
て
丹
波
（
兵

庫
県
）
青
原
山
永
澤
寺
で
通
幻
下
の
天
真
自
性
（
？
─
一
四
一
三
）
に
参
じ
て
法

を
嗣
ぎ
、
曹
洞
禅
者
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。
後
に
法
俊
は
三
代
将
軍
の
足
利
義

満
の
帰
依
を
得
て
丹
波
（
兵
庫
県
丹
波
市
氷
上
町
）
の
永
谷
山
円
通
寺
（
円
通
興

国
禅
寺
）
の
開
山
に
迎
え
ら
れ
て
お
り
、
応
永
二
三
年
（
一
四
一
六
）
二
月
二
六

日
に
世
寿
七
七
歳
で
示
寂
し
て
い
る
。
法
俊
は
ほ
ぼ
大
覚
派
の
悳
儁
（
徳
俊
）
と

同
世
代
を
生
き
た
曹
洞
禅
者
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

敬
讃
…
敬
賛
と
も
。
敬
ん
で
讃
す
。
礼
を
尽
く
し
て
讃
語
を
付
す
る
。『
虚
堂
和
尚

語
録
』
巻
一
〇
「
虚
堂
和
尚
新
添
」
の
「
龐
居
士
闔
家
都
去
」
に
「
紹
定
四
年
清

明
日
、住
二

嘉
禾
興
聖
一

智
愚
、為
二

妙
源
侍
者
一

敬
賛
」（
大
正
蔵
四
七
・
一
〇
六
二
ｂ
）

と
あ
る
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉�

足
利
尊
氏
、
長
寿
寺
殿
、
伯
英
悳
儁
、
臨
済
宗
大
覚
派
、
建
長
寺
逢
春
閣
、
備
前
西
祖
寺
、
月
洲
和
尚

［
付
記
］
本
稿
を
作
成
す
る
に
当
た
り
、
古
美
術
白
水
（
東
京
都
港
区
芝
公
園
）
の
寺
崎
正
氏
、
馬
事
文
化
財
団
（
神
奈
川
県
横
浜
市
中
区
根
岸
）
参
与
の
長

塚
孝
氏
、
高
橋
平
山
堂
様
（
東
京
都
港
区
芝
公
園
）
に
は
、
関
連
史
料
の
閲
覧
や
掲
載
許
可
な
ど
種
々
の
御
便
宜
を
頂
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
御
礼
申

し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。




